
今月の表紙
　3月11日、歌志内学園で第2回卒業証書授与式
が行われ、9年生15人に富樫校長から卒業証書が
手渡されました。
　卒業生は令和3年に閉校した歌志内中学校最後
の入学生で、今回の卒業式はコロナ禍後初めて保
護者のかたがたと1年生から9年生までの全学年
が会場にそろった卒業証書授与式となりました。
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市
政
執
行
方

市
政
執
行
方
針針

令
和
５
年
度
の
ま
ち
づ
く

令
和
５
年
度
の
ま
ち
づ
く
りり

　
第
１
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
柴
田
市
長
が
本
年
度
の
市
政
執
行
方
針
演
説
を

行
い
ま
し
た
。

　
市
政
執
行
方
針
は
、
新
年
度
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
各
事
業
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
総
額
　
億
４
９
０
０
万
円
の
新
年
度
予
算
と
と
も
に
、
そ
の
概
要
に
つ

５５

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
自
ら
が
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
課
題
に
関
心
を
持
ち
、

取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
団
体
な
ど
が
取
り
組
む
地

域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
、
必
要
な
支

援
を
継
続
し
、
行
政
と
市
民
が
「
と
も

に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
」
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
推
進
し
ま
す
。

■
広
報
広
聴
活
動
の
推
進

●
「
広
報
う
た
し
な
い
」
を
見
や
す
く
親

し
み
や
す
い
紙
面
に
す
る
た
め
、
紙
面

の
工
夫
に
努
め
ま
す
。

●
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
必
要
な
情
報

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
と
と
も
に
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
活
用
し
な
が
ら
市

の
魅
力
な
ど
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

●
ま
ち
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
な
ど
を
語
り

合
う
場
で
あ
る
歌
志
内
／
夢
・
ま
ち
未

来
会
議
か
ら
は
、
引
き
続
き
新
た
な
発

想
の
も
と
に
い
た
だ
く
意
見
を
、
地
域

課
題
の
解
決
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
非
核
平
和
活
動
の
推
進

●
地
区
連
合
が
実
施
し
て
い
る
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
へ
の
参
加
費
用
を
負
担
す

る
ほ
か
、
希
望
す
る
市
民
に
助
成
を
行

う
な
ど
参
加
促
進
を
図
り
、
恒
久
平
和

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

■
職
員
の
各
種
研
修
参
加
の
推
進

●
職
員
に
対
し
研
修
へ
の
参
加
を
促
し
、

諸
課
題
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
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目
指
し
、
自
治
大
学
校
派
遣
研
修
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
財
政
の
健
全
化

●
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
、
効
果
的
に

活
用
し
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確

立
し
な
が
ら
、
将
来
世
代
に
過
大
な
負

担
を
残
さ
ぬ
よ
う
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

■
広
域
行
政
の
推
進

●
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合
に
よ
る
圏

域
と
し
て
の
共
通
認
識
、
相
互
補
助
及

び
創
意
工
夫
を
図
り
、
中
空
知
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
に
基
づ
く
各
種
取
り
組

み
を
含
め
連
携
し
ま
す
。
ま
た
、
北
海

道
空
知
地
域
創
生
協
議
会
に
お
け
る
広

域
的
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
持

続
可
能
な
地
方
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
取
り
組
み

●
国
の
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
計
画
に

基
づ
き
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
や
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

●
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
」

へ
の
支
援
の
継
続
、「
う
た
し
な
い
企
業
の

笑
顔
応
援
補
助
金
」及
び「
創
業
支
援
事

業
補
助
金
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
企
業
誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、
対
象
企

業
の
発
掘
や
誘
致
実
現
に
向
け
、「
歌
志

内
市
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
専

門
的
な
知
識
に
基
づ
く
助
言
や
情
報
提

供
を
得
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

●
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
か
ら
、
市
内
商
業
全
体
の

活
性
化
は
も
と
よ
り
、
雇
用
の
確
保
や
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市
民
と
協
働

市
民
と
協
働
でで

創
る
ま

 

創
る
ま
ちち

活
力
と
魅

活
力
と
魅
力力

あ
ふ
れ
る
ま

 

あ
ふ
れ
る
ま
ちち

■
鉱
業
の
振
興

●
北
海
道
電
力（
株
）奈
井
江
発
電
所
及
び

砂
川
発
電
所
の
令
和
９
年
３
月
末
で
の

廃
止
が
決
定
さ
れ
、
空
知
炭
礦
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
露
頭
炭
採
掘
事
業
に
お
け
る

地
域
経
済
及
び
雇
用
な
ど
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
に
努
め
な
が
ら
、
必
要
な

支
援
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
農
業
の
振
興

●
民
間
法
人
へ
譲
渡
し
、
２
年
目
を
迎
え

た
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
事
業
は
、
昨

地
域
の
賑
わ

い
の
醸
成
に

期
待
す
る
と

と
も
に
、
供

用
開
始
と
な

る
地
域
交
流

施
設
の
効
果

的
な
活
用
に

努
め
ま
す
。



33 令和５年４月号

令和５年度のまちづくり
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■
地
域
福
祉
の
推
進

●
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
幸
せ
な
人
生

を
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
「
健
幸
寿
命

の
延
伸
」
を
最
重
要
課
題
と
と
ら
え
、

引
き
続
き
、
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
の
推
進

●
外
出
支
援
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
公

共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
及
び
タ
ク
シ

ー
を
利
用
し
た
市
内
移
動
支
援
の
実
証

実
験
を
行
い
、
新
た
な
支
援
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

●
歌
志
内
市
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
に
よ
る
運
営

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
不
具
合
の
生

じ
て
い
る
設
備
改
修
を
行
う
な
ど
、
利

用
者
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
快
適
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を

進
め
ま
す
。

■
児
童
福
祉
の
推
進

●
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
質
の
高
い
幼

児
教
育
の
提
供
と
充
実
し
た
保
育
の
場

を
確
保
し
、
利
用
す
る
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
体
験
や
学
習
、
交
流
な
ど
の

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉
の
推
進
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●
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
な

ど
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

■
保
健
行
政
の
推
進

●
市
民
の
誰
も
が
よ
り
長
く
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
予
防
対
策
事
業
及
び
健
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健
康
健
康
でで

心
ふ
れ
あ
う
ま

 

心
ふ
れ
あ
う
ま
ちち

シ
ー
ズ
ン
一
定
程
度
の
収
穫
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
の
安
定

化
に
向
け
、
引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
農
業
者
を
対
象
に
新

た
な
制
度
に
よ
る
農
業
等
振
興
補
助
金

を
交
付
し
、
農
業
等
の
育
成
と
安
定
的

な
経
営
を
図
る
た
め
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進

●
春
・
秋
の
エ
ゾ
シ
カ
一
斉
駆
除
を
は
じ

め
、
ヒ
グ
マ
対
策
と
し
て
、
猟
友
会
や

警
察
と
連
携
し
、
近
隣
市
町
と
の
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

■
観
光
事
業
の
推
進

●
本
市
に
お
け
る
主
要
な
観
光
資
源
を
 活
 
い

か
し
た
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
観
光
振
興
計
画
（
仮
称
）
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
新
た
に
採
用
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
観
光
情
報
等
の
発

信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
道
の
駅
附
帯

施
設
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
指
定
管
理

者
制
度
を
含
め
、
効
果
的
な
活
用
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

●
珂
歌
志
内
振
興
公
社
が
経
営
す
る
チ
ロ

ル
の
湯
に
つ
い
て
は
、
近
隣
を
含
め
た

人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
な
ど
、

き
び
し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
同
社
と
連
携
の
も
と
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
等
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

■
労
働
行
政
の
推
進

●
商
工
会
議
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
や
、
合
同
企
業
説
明
会
へ
の
参
加

促
進
な
ど
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
定
住
化
の
促
進

●
充
実
し
た
子
育
て
支
援
制
度
や
教
育
環

境
を
総
合
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
定
住

化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
転
入
さ
れ
る

子
育
て
世
帯
等
に
対
し
て
、
移
住
応
援

助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
子
育
て
世

代
の
移
住
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
中
の
女
性
を
対
象
に
、
就
労
の
た

め
に
必
要
な
資
格
や
免
許
の
取
得
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て

後
の
再
就
職
や
起
業
な
ど
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定

住
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み

●
か
も
い
岳
ス
キ
ー
場
や
チ
ロ
ル
の
湯
と

の
連
携
、「
市
民
祭
り
」
や
冬
の
風
物
詩

で
あ
る
「
な
ま
は
げ
祭
り
」
な
ど
、積
極

的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
諸
団
体
へ
の

支
援
継
続
は
も

と
よ
り
、
地
域

資
源
や
地
域
の

特
性
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
・
重
症
化
予

防
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
な
実
施
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
伴
走
型

相
談
支
援
及
び
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
の
一
体
的
実
施
事
業
の
ほ
か
、
新

た
に
産
後
ケ
ア
事
業
や
弱
視
の
危
険
因

子
な
ど
を
検
査
で
き
る
機
器
の
整
備
な

ど
、
出
産
か
ら
子
育
て
時
期
に
重
点
を

置
い
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
策
を
展
開

し
ま
す
。

●
感
染
症
対
策
事
業
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
無
料
接
種
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
　
歳
以
下
の
子
ど
も
及
び
妊

１８

婦
の
ほ
か
、
高
齢
者
を
対
象
に
実
施
し

ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

●
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
保
健
所
、
医
療

機
関
等
と
も
綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
徹
底
し
ま
す
。
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■
病
院
事
業
の
運
営

●
「
歌
志
内
市
立
病
院
経
営
健
全
化
計

画
」
を
基
本
と
し
て
、
引
き
続
き
経
営

の
健
全
化
に
努
力
し
ま
す
。

●
市
内
唯
一
の
病
院
と
し
て
市
民
の
初
期

医
療
を
担
う
た
め
、
医
師
体
制
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
固
定
医
師
２
名
体
制
を

維
持
し
な
が
ら
、
北
海
道
大
学
病
院
や

北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団
の
支
援
を

受
け
、
安
定
的
な
医
療
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

●
建
設
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

し
た
病
院
建
物
の
外
部
改
修
工
事
を
行

う
と
と
も
に
、
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、

画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
や
企
業
会
計
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

■
保
険
事
業
の
推
進

●
国
保
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
実

施
主
体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
適
正
な
保
険
税
の
賦
課
・
徴
収
に
努
め

る
と
と
も
に
、
北
海
道
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
及
び
空
知
中
部
広
域
連
合
の

計
画
に
基
づ
き
、
医
療
費
の
適
正
化
を

図
り
な
が
ら
各
種
保
健
事
業
を
推
進
し
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進
及
び

事
業
の
健
全
な
運
営
と
国
保
財
政
の
安

定
化
に
努
め
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
つ
い
て
は
、
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
道
路
・
公
営
住
宅
等
の
整
備

●
道
路
や
河
川
、
治
山
施
設
な
ど
の
日
常

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
、
必
要
に

応
じ
て
北
海
道
に
対
し
維
持
管
理
な
ど

の
要
望
を
行
い
ま
す
。

●
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、、
筍
沢
線
路

肩
法
面
復
旧
対
策
工
事
等
を
行
う
と
と

も
に
、
市
内
各
所
に
あ
る
支
障
木
の
伐

採
を
行
う
な
ど
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
整
備
に
つ
い
て
は
、「
歌
志

内
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基

づ
き
、
橋
梁
の
延
命
化
を
図
る
た
め
、

計
画
的
に
修
繕
事
業
を
行
い
、
安
全
性

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
河
川
事
業
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
局
地

的
豪
雨
被
害
対
策
及
び
普
通
河
川
の
維

持
と
し
て
、
引
き
続
き
河
川
の
浚
渫
な

ど
浸
水
対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

●
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
は
、「
歌
志
内

市
立
地
適
正
化
計
画
」に
基
づ
き
、居
住

機
能
や
医
療
・
福
祉
、
商
業
、
公
共
交
通

な
ど
の
様
々
な
都
市
機
能
を
誘
導
す
る

こ
と
で
、
ま
ち
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図

り
な
が
ら
、
効
率
の
良
い
快
適
で
利
便

性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
文
珠

高
台
団
地
公
営
住
宅
２
棟
　
戸
の
屋
上

２６

防
水
・
外
壁
塗
装
、
歌
神
一
区
地
区
改

良
住
宅
１
棟
　
戸
の
ボ
イ
ラ
ー
更
新
を

１２

実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
村
中
央
地
区

改
良
住
宅
４
棟
　
戸
の
解
体
除
却
の
ほ

２０

か
、
入
居
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
市

営
住
宅
の
集
約
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

管
理
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
加
速
し
、
良
好

な
住
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

■
上
・
下
水
道
事
業
の
推
進

●
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
空
知
広
域

水
道
企
業
団
の
管
理
の
も
と
、
安
全
で

安
定
的
な
水
道
水
の
供
給
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
整
備
住

宅
へ
の
水
洗
化
促
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
下
水
道
不
明
水
の
増
加
に
伴
う
対

策
強
化
と
し
て
、
各
マ
ン
ホ
ー
ル
内
の

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

目
視
点
検
を
実
施
す
る
ほ
か
、
カ
メ
ラ

調
査
に
よ
る
結
果
に
基
づ
き
、
不
明
水

の
止
水
対
策
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し

た
会
計
に
移
行
し
、
持
続
的
で
安
定
的

な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
環
境
衛
生
事
業
の
推
進

●
ご
み
の
不
法
投
棄
や
不
適
正
排
出
の
防

止
を
図
る
た
め
、
看
板
の
設
置
や
広
報

紙
・
巡
回
に
よ
る
啓
発
を
行
い
、
環
境

美
化
に
努
め
ま
す
。

●
ハ
チ
の
巣
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
ハ
チ
に
よ
る
危
害
か
ら
守

り
、
安
全
な
生
活
環
境
の
維
持
を
図
り

ま
す
。

●
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
し
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
分
別
収
集
と
再
品
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
砂
川
地
区
保
健

衛
生
組
合
な
ど
と
と
も
に
検
討
し
ま
す
。

●
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
の

焼
却
施
設
に
お
い
て
円
滑
に
適
正
処
理

さ
れ
る
よ
う
、
広
域
連
合
か
ら
受
託
し

た
焼
却
灰
を
処
理
す
る
専
用
施
設
で
あ

る
東
光
最
終
処
分
場
を
適
正
に
管
理
運

営
し
ま
す
。

●
令
和
２
年
４
月
か
ら
３
年
間
を
目
途
に
、

赤
平
市
の
一
般
廃
棄
物
を
上
歌
最
終
処

分
場
で
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
が
、

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

安
心
し
て
快
適

安
心
し
て
快
適
にに

暮
ら
せ
る
ま

　
　
暮
ら
せ
る
ま
ちち

令和５年度のまちづくり

被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
運
営
主
体
で
あ
る
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
計
画
に

基
づ
き
、
制
度
の
円
滑
な
運
用
に
努
め

ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か

な
育
成
を
図
る
た

め
、　
歳
ま
で
の

１８

医
療
費
無
料
化
を

継
続
し
ま
す
。
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■
防
災
対
策

●
避
難
訓
練
や
防
災
説
明
会
を
実
施
す
る

な
ど
、
自
主
防
災
活
動
の
普
及
啓
発
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
更
新
し
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

■
防
犯
対
策

●
自
主
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
諸
団
体
へ

の
支
援
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
防

犯
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
交
通
安
全
の
推
進

●
新
た
な
目
標
で
あ
る
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

５
０
０
０
日
を
目
指
し
、
引
き
続
き
交

通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

強
化
を
図
り
、
無
火
災
を
目
指
し
ま
す
。

●
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
を
背

景
と
し
た
業
務
の
高
度
化
に
対
応
す
る

た
め
、
特
定
行
為
等
を
行
う
救
急
救
命

士
主
体
の
教
育
研
修
を
進
め
ま
す
。

●
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、「
北
海

道
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

同
市
か
ら
引
き
続
き
受
け
入
れ
の
要
請

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
広
域
的
行
政
運

営
の
推
進
及
び
隣
接
す
る
同
市
の
状
況

を
 鑑
 み
、
本
年
度
以
降
も
継
続
し
て
受

か
ん
が

け
入
れ
る
こ
と
と
し
、
同
市
と
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
処
分
場
の
適
正
な

管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
環
境
保
全
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
世
界

的
に
地
球
温
暖
化
へ
の
危
機
感
は
強
く

な
っ
て
お
り
、
国
が
掲
げ
る
２
０
５
０

年
度
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推

進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、
脱
炭
素
社
会

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
し
尿
等
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
石
狩
川

流
域
下
水
道
組
合
及
び
赤
平
市
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
適
正
な
共
同
し
尿

処
理
に
努
め
ま
す
。

■
消
防
行
政
の
推
進

●
多
種
多
様
化
す
る
災
害
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
、
消
防
業
務
管
理
シ
ス
テ
ム

を
拡
張
し
、
災
害
現
場
に
お
け
る
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
は
、
歌
志
内
に
公
設
消
防
組
が
設

置
さ
れ
て
１
０
０
周
年
の
節
目
の
年
と

な
る
た
め
、
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た

消
防
演
習
や
式
典
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
啓
発
活
動
の

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
環
境

整
備
が
進
ん
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
前

年
度
に
導
入
し
た
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の

有
効
利
用
な
ど
も
あ
り
、
充
実
し
た
授

業
内
容
が
図
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
臨
時

休
業
等
に
伴
う
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど

に
も
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
い
じ
め
防
止
対
策
や
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
、
不
登
校
等
の
早
期
把
握
・
早

●
「
歌
志
内
学
園
」
は
３
年
目
と
な
り
、
義

務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程

を
編
成
す
る
な
か
で
、
全
て
の
子
ど
も

達
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、「
歌
志
内

学
園
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
連
続
性
や

系
統
性
を
重
視
し
た
教
育
活
動
を
よ
り

明
確
に
し
、「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協

働
的
な
学
び
」
の
実
現
を
目
指
し
学
校

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

※
具
体
的
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
教

育
行
政
執
行
方
針
で
、
く
わ
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

豊
か
な
心
を
育

豊
か
な
心
を
育
むむ

教
育
と
文
化
の
ま

 教
育
と
文
化
の
ま
ちち

学
校
教
育
の
充

学
校
教
育
の
充
実実

　
市
政
執
行
方
針
演
説
に
続
き
、
織
田
教
育
長
が
令
和
５
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方

針
に
つ
い
て
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

進
め
る
た
め
、
関
係
機
関
や
団
体
と
連

携
し
た
交
通
安
全
運
動
及
び
啓
発
活
動

を
行
い
、
交
通
事
故
抑
止
に
向
け
た
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

■
消
費
者
行
政
の
推
進

●
複
雑
か
つ
巧
妙
化
す
る
悪
質
商
法
・
霊

感
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
消
費

者
被
害
の
未
然
防
止
と
被
害
相
談
へ
の

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

教
育
行
政
執
行
方

教
育
行
政
執
行
方
針針

令和５年度のまちづくり

滝
川
地
方
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
、
消
費
者
保
護
に
努
め

ま
す
。
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期
対
応
な
ど
を
図
り
、
全
て
の
子
ど
も

達
が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
、

迅
速
で
適
切
な
対
応
を
心
が
け
ま
す
。

●
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
校
舎
外
壁
改
修
を
実
施
す
る
ほ

か
、
音
楽
室
な
ど
使
用
頻
度
の
高
い
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
等
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

子
ど
も
や
学
校
が
抱
え
る
課
題
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
学
校
を
支
援
す
る
活

動
の
企
画
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
児
童
生
徒
を
持
つ
家
庭
が
安
心
し
て
子

育
て
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
学
校
給
食
費
無
料
化
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
を
増
額
す
る
ほ
か
、
後

期
課
程
に
進
級
す
る
生
徒
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ウ
ェ
ア
等
を
支
給
す
る
事
業
を
創

設
し
ま
す
。

●
昨
年
策
定
し
た
「
第
８
次
歌
志
内
市
社

会
教
育
中
期
計
画
」
の
基
本
目
標
で
あ

り
ま
す
『
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
の
育

成
と
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
』
に
向
け

た
各
種
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
社
会
や
家
庭
で
学
ん
だ
こ
と
を

様
々
な
場
で
 活
 か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

い

う
、
社
会
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
幼
児
期
及
び
幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の

質
的
向
上
に
向
け
て
、
認
定
こ
ど
も
園

と
歌
志
内
学
園
が
連
携
し
必
要
な
情
報

共
有
や
学
習
機
会
を
設
け
、
子
育
て
支

援
や
教
育
内
容
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
放
課
後
に
お
け
る
「
新
た
な
学
び
の

場
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
達
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
様
々
な
年
代
に
対
し
て
も

「
学
び
」
を
展
開
で
き
る
場
と
な
る
よ

う
調
査
、
研
究
を
続
け
ま
す
。

●
市
民
講
座「
チ
ロ
ル
学
園
」に
つ
い
て
は
、

時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
、
様
々
な
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

●
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
の
更
新
や

貸
し
出
し
業
務
な
ど
の
読
書
推
進
事
業

を
実
施
し
、
感
染
症
対
策
や
高
齢
等
の

理
由
に
よ
り
、
外
出
を
控
え
る
方
へ
の

読
書
の
普
及
を
図
る
た
め
、
本
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
活
用
し
な
が

ら
、
新
規
利
用
者
の
開
拓
を
行
い
ま
す
。

●
市
民
の
健
康
保
持
と
増
進
に
つ
い
て
は
、

幅
広
い
世
代
が
参
加
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
の
普
及
や
、
環

境
美
化
を
行
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
む
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
な

ど
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
事
業
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
冬
場
の
運
動
不
足

解
消
の
た
め
、
ス
キ
ー
場
シ
ー
ズ
ン
券

購
入
費
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
充

社
会
教
育
の
充
実実

令和５年度のまちづくり

●
芸
術
・
文
化
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
各

種
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
支
援
し
、
市
民

芸
術
文
化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り

市
民
自
ら
が
ま
ち
の
文
化
を
担
う
と
い

う
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

●
児
童
館
等
一
元
化
施
設
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
の
完
成
・
運
営
開
始
に
向

け
、
文
教
地
区
複
合
施
設
整
備
検
討
委

員
会
で
議
論
を
重
ね
た
検
討
結
果
を
も

と
に
実
施
設
計
策
定
業
務
等
を
行
い
ま

す
。
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
充
実
す
る
だ
け
で
な
く
、
図
書
館

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
、
市
民
体
育
館

の
代
替
機
能
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設

と
し
て
多
く
の
世
代
に
も
利
用
さ
れ
る

よ
う
、
施
設
の
付
加
価
値
を
高
め
有
効

活
用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。
な

お
、
施
設
完
成
時
に
は
教
育
委
員
会
事

務
局
の
移
転
を
予
定
し
て
お
り
、
学
校
、

認
定
こ
ど
も
園
、
児
童
館
、
教
育
委
員

会
事
務
局
が
同
じ
敷
地
内
に
位
置
す
る

こ
と
で
連
携
が
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
、

子
育
て
・
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
で
き
る
こ

と
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
市
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
歌
志
内
学

園
体
育
館
の
一
般
開
放
事
業
へ
の
転
換

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
の

体
育
施
設
や
プ
ー
ル
の
共
同
利
用
な
ど

を
引
き
続
き
促
進
し
ま
す
。

●
「
う
た
み
ん
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
機
能
と
し
て
利
用

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
交
流
事

業
実
行
委
員
会
が
実
施
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

事
業
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
郷
土
館
「
ゆ
め
つ
む
ぎ
」
に
つ
い
て
は
、

郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
継
承
し
、
多
く

の
か
た
が
た
に
伝
え
る
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
く
た
め
、
館
内
展
示
装
置
等

の
改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
郷
土
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
保
存
資
料
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設
け
、
郷

土
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

●
旧
空
知
炭
鉱
倶
楽
部
「
こ
も
れ
び
の
杜

記
念
館
｣
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
歴
史

遺
産
と
し
て
、
施
設
維
持
と
有
効
活
用

に
努
め
ま
す
。
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令
和
５
年
度

 

当
初
予
算
の
概
要

　
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
は
、
人
口
減

少
や
日
常
化
し
た
コ
ロ
ナ
対
策
、
さ
ら
に

は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
料
品
の
価
格
高

騰
や
電
気
料
金
の
値
上
げ
と
い
っ
た
喫
緊

の
課
題
へ
の
対
応
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、

市
内
業
者
へ
の
支
援
や
地
域
経
済
の
活
性

化
、
医
療
福
祉
や
消
防
救
急
体
制
、
住
環

境
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
の
充
実
強
化

を
図
り
、「
み
ん
な
で
創
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」、「
す
べ
て
の
市
民
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　「
市
民
と
協
働
で
創
る
ま
ち
」
に
つ
い
て

は
、
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
各
種
支
援
や

情
報
交
換
会
の
実
施
な
ど
、
市
民
の
声
を

聞
く
機
会
や
幅
広
く
意
見
を
反
映
す
る
機

会
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
対
応
す
る
行
政
体
制
の
確
立
と
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」に
つ
い

て
は
、
遊
休
市
有
地
の
宅
地
化
な
ど
に
よ

り
移
住
定
住
施
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
や
商
業
施

設
の
建
設
な
ど
過
疎
・
高
齢
化
の
課
題
に

対
応
す
る
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
地

域
経
済
及
び
市
民
生
活
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
笑
顔
応
援
補
助
金

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

な
ど
の
事
業
者
支
援
、
観
光
施
設
の
活
性

化
な
ど
を
推
進
し
、
地
域
の
活
力
と
魅
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　「
健
康
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た

予
防
接
種
や
医
療
費
の
無
料
化
、
市
立
病

院
の
医
療
機
器
更
新
等
に
よ
り
、
子
育
て

や
医
療
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
う

ほ
か
、
新
た
に
中
等
度
の
難
聴
を
抱
え
る

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
補
聴
器
購
入
費
用

の
助
成
を
行
う
な
ど
福
祉
制
度
の
充
実
を

図
り
、
健
幸
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

　「
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」に

つ
い
て
は
、
各
種
防
災
消
防
資
機
材
の
整

備
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
な
ど
に

よ
り
、
消
防
・
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
過
疎
化
に
伴
い
ぜ
い
弱
化
が

進
む
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
近
隣
自
治
体

と
連
携
し
て
路
線
の
維
持
を
目
指
す
ほ
か
、

バ
ス
待
合
所
を
改
修
し
て
利
用
環
境
を
整

備
す
る
な
ど
市
民
生
活
の
安
全
性
・
快
適

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
と
文
化
の
ま

ち
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
高
校
入
学
時

の
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
助
成
や
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
の
導
入
、
奨
学
金
貸
付
制
度
の
大
幅

な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

児
童
セ
ン
タ
ー
等
一
元
化
施
設
の
基
本
設

  ‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥

計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
整
備
、
体
力
向

上
に
係
る
助
成
制
度
の
創
設
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
・
教
育
を
行

う
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和５年度の予算総額は55億4,900万円
伸び率増　　　減令 和  ４  年 度

当 初 予 算 額
令 和 ５  年 度
当 初 予 算 額会　計　別

　△0.5％△2,000万円42億3,000万円42億1,000万円一 般 会 計１．

△59.6％△2億6,400万円4億4,300万円1億7,900万円特 別 会 計２．

皆減△2億4,600万円2億4,600万円公 共 下 水 道①

△17.9％△2,150万円1億2,000万円9,850万円国民健康保険②

4.5％350万円7,700万円8,050万円後期高齢者医療③

△6.1％△2億8,400万円46億7,300万円43億8,900万円一般・特別会計合計

4.6％3,500万円7億6,400万円7億9,900万円病 院 事 業 会 計３．

皆増3億6,100万円3億6,100万円下水道事業会計４．

2.1％1億1,200万円54億3,700万円55億4,900万円全 会 計 の 総 計

令和５年度のまちづくり
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購
入
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
３
５
２
２
万
２
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
   　
３
億
４
３
７
万
７
千
円

 

【
　
万
９
９
２
３
円
】

１０

　
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
振
興
な
ど
に

使
わ
れ
る
経
費
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
館
内
照
明
L
E
D
化
改
修
、
郷
土
館

展
示
設
備
整
備
委
託
料
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
５
１
２
０
万
円
増
加
し
ま

し
た
。

設
措
置
費
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
１
２
３
７
万
３
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
   　
　
４
億
７
４
２
９
万
円

 

【
　
万
１
２
８
６
円
】

１７

　
保
健
予
防
対
策
や
ご
み
処
理
、
環
境
衛

生
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
の
減
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
５
６
９
６
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

　
    　
　
　
  １
億
７
２
５
４
万
６
千
円

　
　
　
　
　
　
     【
６
万
２
３
１
３
円
】

　
商
工
業
の
振
興
対
策
や
観
光
振
興
な
ど

に
使
わ
れ
る
経
費
で
、
観
光
振
興
計
画
策

定
業
務
委
託
料
、
観
光
施
設
活
性
化
推
進

事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
１

８
１
９
万
３
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
   ６
億
１
８
６
３
万
１
千
円

 

【
　
万
３
４
１
３
円
】

２２

　
道
路
整
備
や
除
排
雪
、
公
営
住
宅
の
整

備
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費
で
、
除
雪
委
託

料
、
道
路
改
修
事
業
に
係
る
舗
装
工
事
の

増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
２

０
７
６
万
２
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
０
２
万
２
千
円

 

【
１
万
６
２
５
９
円
】

　
消
防
の
活
動
や
施
設
整
備
に
使
わ
れ
る

経
費
で
、
消
防
業
務
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

委
託
料
な
ど
が
増
と
な
る
一
方
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
、
備
品

 

５
０
０
９
万
８
千
円

 

【
１
万
８
０
９
２
円
】

　
議
員
報
酬
や
議
会
の
運
営
に
使
わ
れ
る

経
費
で
、
議
員
報
酬
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
２
８
５
万
３
千
円
増
加
し

ま
し
た
。

 

３
億
３
９
３
万
９
千
円

 

【
　
万
９
７
６
５
円
】

１０

　
庁
舎
管
理
費
や
徴
税
、
戸
籍
、
選
挙
、

統
計
調
査
、
監
査
委
員
な
ど
に
か
か
る
経

費
で
、
電
算
シ
ス
テ
ム
運
用
に
係
る
電
算

機
借
上
料
、
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
手

数
料
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

２
０
０
０
万
２
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
億
１
４
７
１
万
６
千
円

１０

　
　
　
　
　
　
　
 【
　
万
６
４
５
６
円
】

３６

　
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
保
護
費
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
使
わ
れ
る
経

費
で
、
高
齢
者
市
内
移
動
支
援
事
業
委
託

料
な
ど
が
増
と
な
る
一
方
、
老
人
福
祉
施

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

　
本
市
の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
て
い

る
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
各
支
出
科
目
別

の
主
な
使
い
道
や
、
前
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
た
と
き
の
主
な
増
減
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
な
お
、【
　
】
内
の
数
字
は
、
本
年
２
月

末
の
人
口
２
７
６
９
人
で
算
出
し
た
市
民

１
人
当
た
り
の
予
算
額
で
す
。

議
会
費

総
務
費

衛
生
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

　
　
　
　
　
　
　
４
億
３
８
２
万
２
千
円

 

【
　
万
５
８
３
７
円
】

１４

　
事
業
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
市
債
の
返

済
金
で
、
前
年
度
と
比
べ
５
２
８
５
万
１

千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
   　
　
８
億
３
１
万
６
千
円

 

【
　
万
９
０
２
７
円
】

２８

　
市
職
員
の
給
料
な
ど
を
支
払
う
経
費
で
、

前
年
度
と
比
べ
６
８
８
５
万
１
千
円
減
少

し
ま
し
た
。

教
育
費

公
債
費

職
員
費

民
生
費

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

令和５年度のまちづくり
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令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
と
予
算

繋繋
市
民
と
協
働
で
創
る
ま

市
民
と
協
働
で
創
る
ま
ちち

●
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
（
補
助
率

２
／
３
）　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

●
効
率
的
な
行
政
運
営

・
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
等
の
運
用
及
び
保

守
　
　
　
　
　
　
　
　
５
３
１
４
万
円

・
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
業
務
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

罫罫
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ちち

●
定
住
促
進
事
業

・
定
移
住
応
援
・
移
住
Ｐ
Ｒ（
子
育
て
世
帯

引
越
助
成
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
７
万
４
千
円

・
定
住
促
進
助
成（
住
宅
建
設
等
助
成
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
０
万
円

・
資
格
取
得
助
成
　
　
　
　
　
　
　
万
円

６０

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
観
光
情
報

発
信
、
農
林
業
、
教
育
文
化
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
７
１
万
１
千
円

●
観
光
振
興
計
画
策
定
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
０
万
円

●
企
業
の
笑
顔
応
援
支
援
事
業
（
助
成
率

２
／
３
、
上
限
　
万
円
～
　
万
円
）

２０

３０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

●
中
小
企
業
振
興
保
証
融
資
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
８
４
万
円

●
地
域
交
流
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス
）
の
運
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
１
万
３
千
円

●
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
補
助
金
等
（
市
民
ま

つ
り
、
歌
志
内
塊
勢
、
な
ま
は
げ
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
万
円

●
観
光
施
設
活
性
化
推
進
事
業

・
温
泉
施
設
利
用
促
進
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
０
０
万
円

・
施
設
改
修
事
業
補
助
金
（
浴
室
、
宿
泊

棟
の
整
備
な
ど
） 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
５
０
万
円

・
宿
泊
費
補
助
金
（
う
た
し
な
い
泊
ま
っ

て
割
）　
　
　
　
　
　
　

　
９
０
０
万
円

●
農
業
等
振
興
補
助
金
の
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

９０

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

●
　
・
　
歳
代
健
康
診
査
無
料
化
　
　
　

２０

３０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
５
千
円

１１

●
妊
婦
健
康
診
査
助
成
、
新
生
児
聴
覚
検

査
無
料
化
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
７
万
８
千
円

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
化

（
　
歳
以
下
及
び
妊
婦
、
高
齢
者
）　

１８
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
４
万
８
千
円

●
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
（
外
部
改
修
、

医
療
機
器
更
新
等
）　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
２
億
４
３
２
９
万
２
千
円

茎茎
健
康
で
心
ふ
れ
あ
う
ま

健
康
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ちち

給
食
費
無
料
）　
  １
９
０
０
万
１
千
円

・
　
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料

１８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
３
９
万
８
千
円

●
温
泉
施
設
利
用
優
待
事
業
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
等
）　
　
  ３
０
５
万
９
千
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
施
設
運
営
等
委

託
・
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
東
光
・
神
威
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
４
５
万
９
千
円

・
食
の
自
立
支
援
（
給
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
３
６
３
万
４
千
円

●
高
齢
者
等
生
活
支
援
事
業

・
除
雪
、
草
刈
り
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４
５
万
３
千
円

・
外
出
支
援
助
成
（
　
歳
以
上
の
市
民
へ

７５

タ
ク
シ
ー
券
ま
た
は
バ
ス
券
６
千
円
分

を
交
付
）　
　
　
　
  ５
１
５
万
１
千
円

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
要
介
護
者
及
び

障
が
い
者
へ
の
支
援
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
２
万
７
千
円

・
高
齢
者
市
内
移
動
支
援
（
　
歳
以
上
の

７５

市
民
の
市
内
移
動
は
タ
ク
シ
ー
５
０
０

円
、
バ
ス
１
０
０
円
）　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
０
８
６
万
６
千
円

●
敬
老
事
業
　
　
　
　
２
０
０
万
６
千
円

●
包
括
的
支
援
事
業
（
生
活
支
援
体
制
整

備
、
認
知
症
支
援
、
在
宅
介
護
・
介
護

連
携
推
進
）　
　
　
  ２
８
０
万
３
千
円

●
が
ん
検
診
無
料
化
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
７
万
３
千
円

荊荊
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ちち

●
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

・
解
体
除
却
（
改
良
、
公
営
住
宅
）
４
棟

　
戸
　
　
　
　
　
１
８
６
０
万
１
千
円

２０
・
移
転
補
償
　
　
　
　
　
　
１
７
６
万
円

●
市
営
住
宅
の
整
備

・
屋
上
防
水
・
外
壁
塗
装
（
改
良
住
宅
２

棟
　

戸
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２６
　
　
　
　
　
　
　
７
７
３
９
万
６
千
円

・
ボ
イ
ラ
ー
取
替
（
改
良
住
宅
１
棟
　
戸
）

１２

　
　
　
　
　
　
　
　
８
１
８
万
４
千
円

・
管
理
灯
取
替
（
改
良
・
公
営
住
宅
、
L

E
D
化
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
万
２
千
円

・
住
生
活
基
本
計
画
等
策
定
（
見
直
し
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
８
万
３
千
円

●
住
宅
改
修
促
進
助
成
事
業
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
５
０
万
円

●
子
育
て
支
援
事
業

・
認
定
こ
ど
も
園
運
営
事
業
（
保
育
料
・

令和４年度のまちづくり

※
太
字
は
新
規
ま
た
は
充
実
す
る
事
業
で

す
。
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●
道
路
橋
り
ょ
う
等
の
整
備

・
道
路
改
良
、
舗
装
・
改
修
（
筍
沢
線
路

肩
法
面
復
旧
ほ
か
）　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
５
１
０
４
万
３
千
円

・
舗
装
補
修
　
　
　
１
１
７
３
万
６
千
円

・
ウ
タ
シ
ュ
ナ
イ
線
等
の
立
木
伐
採
、
草

刈
、
植
樹
補
植
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
９
０
４
万
４
千
円

・
防
犯
灯
改
修
（
L
E
D
化
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
１
万
４
千
円

・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
６
１
０
１
万
３
千
円

・
ペ
ン
ケ
歌
志
内
川
改
修
調
査
設
計
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
万
円

●
防
災
対
策

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
９
千
円

５３

・
消
防
団
員
報
酬
（
非
常
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
８
９
万
３
千
円

・
消
防
備
品
整
備（
常
備
・
非
常
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
５
万
円

・
消
防
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
６
万
３
千
円

●
蜂
の
巣
駆
除
助
成
　
　
　
　
　
　
万
円

４５

●
じ
ん
芥
収
集
車
購
入
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
５
万
円

●
消
費
者
行
政
の
推
進
（
訪
問
販
売
お
断

り
ス
テ
ッ
カ
ー
配
付
等
）　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
８
千
円

３５

●
交
通
網
の
整
備
等
　

蛍蛍
豊
か
な
心
を
育

豊
か
な
心
を
育
むむ教

育
と
文
化
の
ま

 

教
育
と
文
化
の
ま
ちち
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●
高
等
学
校
等
就
学
支
援

・
就
学
支
援
金
の
増
額
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
８
２
万
円

●
児
童
・
生
徒
修
学
旅
行
費
の
全
額
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
８
万
円

●
学
校
給
食
費
無
料
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
０
万
４
千
円

●
教
材
費
の
一
部
助
成
　
　
　
　　
　

・
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
導
入
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
９
千
円

４３

・
新
７
年
生
の
被
服
等
支
給
（
運
動
着
・

運
動
靴
）　
  　
　
　
　
　
　
万
７
千
円

１５

●
奨
学
金
貸
付
金
制
度
（
入
学
準
備
金
・

免
除
制
度
）　
　
　
　
　

　
２
２
２
万
円

●
I
C
T
支
援
員
の
活
用
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
２
万
９
千
円

●
義
務
教
育
学
校
整
備
事
業
（
校
舎
外
壁

改
修
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
０
８
万
３
千
円

●
特
郷
土
館
展
示
設
備
整
備
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
６
７
７
万
１
千
円

●
児
童
館
等
一
元
化
施
設
の
建
設
（
実
施

設
計
）　
　
　
　
　
　
　
６
２
６
２
万
円

●
児
童
・
生
徒
ス
キ
ー
用
具
レ
ン
タ
ル
費

の
全
額
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
２
万
６
千
円

令和５年度のまちづくり

　令和５年度の移動収納車巡回日程は下表のとおりです。毎月２回運行しますので、ご利用ください。
諮取り扱い税目　市道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、　　　
　　　　　　　住宅使用料、介護保険料、上下水道料、各種使用料など
諮問い合わせ　　税務グループ（市役所１階 緯42-3217）

巡回時間・場所（各月共通）

文珠第三町内会館前9:00～9:20

文珠バス停横9:25～9:35

文珠しらかば町内会館前9:40～9:55

社会福祉協議会前10:00～10:20

文珠西歌団地前10:25～10:35

中村地区集会所駐車場10:40～10:50

神威神楽岡公園前11:00～11:10

神威経塚工業営業所横11:15～11:25

各月の巡回日

16日（月）・30日（月）10月17日（月）・27日（木）４月

15日（水）・29日（水）11月15日（月）・30日（火）５月

18日（月）・28日（木）12月16日（金）・29日（木）６月

15日（月）・30日（火）１月14日（金）・28日（金）７月

16日（金）・28日（水）２月18日（金）・30日（水）８月

15日（金）・28日（木）３月15日（金）・28日（木）９月

令和５年度  移動収納車巡回日程

・
バ
ス
待
合
所
改
修
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
７
万
７
千
円
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臓器提供意思カードをお持ちください

草刈りヘルパーを募集します

　問い合わせ　保健介護グループ（市役所２階 緯42-3213）

　草刈りヘルパーが非常に不足しています。
　体力的に草刈り作業が困難な高齢者が安心して生活することができるよう、皆さんのご協力をよろ
しくお願いします。
葛作業内容　高齢者宅の住宅周辺の草刈り作業
葛応募資格　草刈り機を持参できる方
葛実施期間　６月１日（木）から９月30日（土）
葛報酬額　時間額　1,800円（活動時間に応じて報酬をお支払いします）
　　　　　機械損料　700円（別途1回の派遣につき）
葛応募締め切り　５月２日（火）（ヘルパーが不足している場合、応募締め
　切り日以降も随時、募集しますので、お問い合わせください）

草刈りヘルパーを派遣します

　問い合わせ　保健介護グループ（市役所２階 緯42-3213）

　臓器移植は、心臓や腎臓、角膜など各種臓器の機能障害に苦しむ患者さんにとって大きな希望とな
っています。
　臓器移植は、善意による臓器の提供があってこそ成り立つ医療です。「あげたい」「あげたくない」と
いうどちらの意思も尊重されます。
　大切な家族とよく話し合って、自分の意思を①健康保険証・運転免許証・マイナンバーカード等の
意思表示欄に記入する、②意思表示カードに記入する、③インターネットで意思登録サイトに登録す
るなどの方法により、意思表示をお願いします。
　くわしくは、滝川保健所（緯 24-6201）または公益社団法人日本臓器移植ネットワーク札幌オフ
ィス（緯 011－209－1490）にお問い合わせください。

　体力的に草刈り作業が困難な高齢者帯に対し、次のとおり草刈りヘルパーを派遣します。
葛対象世帯　65歳以上で構成された世帯
葛実施期間　６月１日（木）から９月30日（土）
葛実施範囲　居住する住居の周辺（敷地内の範囲）
葛申請方法及び決定　４月１日（土）から５月２日（火）までに各地域の民生委員へ申請してくださ
　い。後日、保健介護グループで実態調査をおこない、草刈りヘルパーの派遣を決定します。
葛費用の負担　１回の派遣につき1,000円（最大２回までの派遣）
葛ヘルパー派遣の要領　決定通知書に記載されている担当ヘルパーに対象者から直接派遣依頼をしま
　す。

高齢者補聴器購入費助成事業

　問い合わせ　保健介護グループ（市役所２階 緯42-3213）

　聴力低下のある高齢者が、コミュニケーションの確保や社会参加ができるよう、
補聴器購入費の一部を助成します。
葛対象者　補聴器購入時65歳以上の方のうち、身体障害者手帳の交付対象外で、
　補聴器が必要であると医師の証明がある方
葛助成費用　上限３万円
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知事・道議 ４月 ９ 日（日）統一地方選挙

●投票する順序と投票用紙

　第２０回統一地方選挙は、北海道知事・北海道議会議員選挙は４月９日（日）、歌志内市議会議

員選挙は４月２３日（日）が投票日となります。

　わたしたちの声を道政・市政に届ける大切な選挙です。あなたの貴重な一票を無駄にするこ

となく、必ず投票しましょう。

＜選挙管理委員会事務局　緯 ４２-３２１２＞

●市議会議員選挙に立候補する方へ

　立候補届受付順のくじを、４月16日（告示日）の午前７時30分から市役所の４階で行いますので、時間
までにお集まりください。くじに不参加の場合の受付順は、くじに参加した方の後になります。

市議会議員 ４月23日（日）

　４月９日（日）に行われる北海道知事・北海道議会議員選挙の投票順序は、知事を先に、道議会議員を後
に行います。各選挙の投票用紙は、知事がクリーム色、道議会議員がピンク色の用紙です。投票順序や記載
に誤りがあると無効になってしまいますので、ご注意ください。
　なお、４月23日（日）の選挙は市議会議員選挙だけです。

●期日前投票をご利用ください
　投票日に用事などで投票所へ行けない方は、期日前投票をご利用ください。投票日と同じように投票する
ことができますので、投票所入場券を持って期日前投票所（市役所２階）までお越しください。
※知事・道議選挙分の入場券は発送済ですが、市議選挙分は４月16日ころまでに郵送する予定です。

▼利用方法　投票所入場券（はがき）の裏面に必要事項（氏名、生年月日、住所）を記入して期日前投票所
　の受付へ提出してください。印鑑は不要です。

▼期日前投票ができる期間等

▽北海道知事・北海道議会議員選挙　４月８日（土）まで（３月下旬から受付中）

▽歌志内市議会議員選挙　４月17日（月）から４月22日（土）まで

▼期日前投票所　市役所２階（選挙管理委員会事務局）

▼投票時間　毎日８時30分から20時（土・日曜日を含む）

●投票時間　７時から19時

●開票時間・場所　即日20時からコミュニティセンター

投票日は

春の天気について
　４月に入ると日を追うごとに、暖かさを感じることが多くなります。
　この季節は、低気圧と高気圧が交互に通過するため天気が周期的に変わり、低気圧の通過前は南より
の風が吹き暖かくなります。低気圧が通過しているときは悪天となり、通過後は次第に高気圧に覆われ
て晴れますが、北よりの風が吹いて寒くなるという気温の変化をします。このような気温の変化を繰り
返して、次第に暖かくなっていきます。春は気温差が大きくなりますから体調管理に注意が必要です。
　また、低気圧の通過に伴って雪になったり雨になったりすることで、道路や歩道では雨水や雪解け水
により水たまりが出来やすく、低気圧の通過後の気温の低下に伴って、夜から朝方にかけては凍りつい
て滑りやすくなることもありますから、生活環境の変化なども気を遣う必要もあります。
　気象台では、毎日の天気予報のほか、週間予報や２週間先までの気温の傾向を公表しています。
※気象庁2週間気温予報　https://www.data.jma.go.jp/cpd/twoweek/
　また、春には日本各地で黄砂のため視界が悪くなって空がかすんだ状態になることが時折話題になり
ます。日本への黄砂の飛来量は、発生域の風の強さ、地表面の状態、上空の風の状態によって大きく左
右されます。
　黄砂の状況は気象庁のホームページでも確認できるほか、北海道で生活に影響が出るような黄砂が予
想される場合には、「黄砂に関する気象情報」を発表しますのでご利用ください。
※気象庁黄砂情報　https://www.data.jma.go.jp/gmd/env/kosa/fcst/

＜庶務グループ＞

問い合わせ 札幌管区気象台地域防災推進課（緯011-611-6149）
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　市では、定住人口の増加を図るため、住宅を新築または購入された方に対し奨励金を交付しています。
　自然豊かな歌志内でマイホームを持ちませんか。

～ 最 大５００万 円 の 奨 励 金 を 交 付 ～

定 住 促 進

 ＜問い合わせ　企画広報グループ　市役所３階 緯42-3214＞

女性の専門職資格取得支援補助金

　対象となる資格を取得した時点で次のいずれに
も該当する方
・市内在住の女性の方
・22歳以下の子を養育している方
・離職中または非正規雇用で就労している方
　ただし、ひとり親世帯は正規雇用形態も可
・市税等を滞納していない方

●対象の方

　厚生労働大臣が指定する教育訓練講座（同等の
内容のものを含む）
※教育訓練講座で対象となる資格は教育訓練制度
　検索システムで確認可

●対象となる資格

●補助対象経費

　市では、子育て中の女性を対象に、就労のために必要な資格または免許の取得、再就職や非正規雇用
から正規雇用への転換を支援するため、取得した資格等の費用の一部を補助します。

＜問い合わせ　企画広報グループ　市役所３階 緯42-3214＞

　資格等の取得に係る講座の受講料、受験料、
入学金、教材費及び資格取得後の免許登録料
※教育訓練給付制度等の給付金、または補助金
　を受けた場合は、上記経費の合計額から当該
　給付金を控除した額
●補助金額
・補助割合　補助対象経費の３分の２
　　　　　　ただし、ひとり親世帯は全額
・上　限　額　20万円（千円未満切り捨て）
●申請期限
　資格を取得した日が属する年度末（３月31日）
まで
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「外出支援交通機関利用券」
と

「 温 泉 利 用 優 待 券 」
を交付します

４月12日（水）より

　
市
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
、

６
０
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用

券
（
１
枚
５
０
０
円
の
利
用
券
が

　
枚
つ
づ
り
と
な
っ
て
い
る
も

１２の
）
も
し
く
は
、
６
０
０
０
円
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の
バ
ス
利
用
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（
１
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1
0
0
円

の
利
用
券
が
　
枚
つ
づ
り
と
な
っ

６０

て
い
る
も
の
）
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
い
た
だ
き
、年
間
1
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交
付

し
ま
す
。

▼
交
付
対
象
者
　
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
　
歳
以
上
」
の
方

７５

※
今
回
の
交
付
対
象
者
は
、
昭
和

　
年
４
月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ

２３

１４

た
方
で
す
。
そ
れ
以
降
に
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ま

れ
た
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は
、
誕
生
日
を
迎
え
た

時
点
で
、
随
時
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
健
康
保
険
証

ま
た
は
介
護
保
険
証
な
ど
身
分

を
証
明
で
き
る
も
の

　
市
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
、

チ
ロ
ル
の
湯
を
利
用
で
き
る
温
泉

利
用
優
待
券
（
１
人
５
枚
）
を
交

付
し
ま
す
。

●
身
体
障
が
い
者
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（

歳
以
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下
）
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▼
交
付
対
象
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・
身
体
障
害
者
手
帳
の
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級
が
１

級
ま
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は
２
級
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・
身
体
障
害
者
手
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の
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が
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１
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、
１
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２
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介
助
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・
労
働
基
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監
督
署
か
ら
振
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ま
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は
じ
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と
認
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方
▼
持
参
す
る
も
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・
身
体
障
害
者
手
帳

・
休
業
補
償
給
付
支
給
申
請
書

（
振
動
病
患
者
の
み
）

・
健
康
管
理
手
帳
な
ど
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の

●

歳
以
上
の
方

６５
▼
交
付
対
象
者
　
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
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い
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「
　
歳
以
上
」
の
方

６５

※
今
回
の
交
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は
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４
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日
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で
に
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ま
れ

３３
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た
方
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す
。
そ
れ
以
降
に
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ま

れ
た
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は
、
誕
生
日
を
迎
え
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時
点
で
、
随
時
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付
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す
。

▼
持
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す
る
も
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・
健
康
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証
ま
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介
護
保
険

証
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ど
身
分
を
証
明
で
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・
本
人
が
来
る
こ
と
が
で
き
な
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場
合
は
、
必
ず
委
任
状
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
度
か
ら
利
用
券
の
受
け
取

り
の
確
認
を
受
領
印
だ
け
で
は

な
く
、
記
名
ま
た
は
自
署
で
も

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
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た
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で
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を
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す
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必
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は
あ
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ま
せ
ん
。

・
左
表
の
日
程
で
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付
し
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す
の

で
、
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で
き
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も
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な
ど
該
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す
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も
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を
持
参
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。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

３
２
１
３
）

対象地区場　　所時　　間日　付

 上歌 上歌ストックヤード10:30～11:30

４月12日（水）  東光 東光地区集会所13:30～15:00

 本町 うたみん15:30～17:00

 歌神 歌神地区集会所10:00～11:30

４月13日（木）  神威 神威神楽岡地区集会所13:30～15:00

 中村 道の駅15:30～17:00

 文珠第一
 文珠第二

 社会福祉協議会
10:00～11:30

４月14日（金）  文珠新泉町
 しらかば団地13:30～15:00

 文珠第三 文珠第三町内会館15:30～16:30

 全地区 福祉事業課窓口  8:30～17:15４月17日（月）
以降

■交付日程と交付場所

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

高
齢
者
外
出
支
援

　
　
　
交
通
機
関
利
用
券

温
泉
利
用
優
待
券

共
通
事
項

タクシー利用券もしくはバス利用券
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※児童扶養手当は、２人目は10,420円（一部支給：10,410円～5,210円）、３人目以降は6,250円（一部
支給：6,240円～3,130円）ずつの加算となります。

令和５年４月から令和５年３月まで手当の種類
44,140円43,070円 児童扶養手当（全部支給）

43,130円～10,410円43,060円～10,160円 児童扶養手当（一部支給）
53,700円52,400円 特別児童扶養手当１級
35,760円34,900円 特別児童扶養手当２級
27,980円27,300円 特別障害者手当
15,220円14,850円 障害児福祉手当

●手当額の改定内容（月額）

　全国消費者物価指数の変動に伴い、令和５年４月分から各種手当の額が改定されます。各種手当の額は、
政令により全国消費者物価指数の変動に応じて改定することになっています。

＜問い合わせ　福祉事業グループ　市役所２階 緯42-3213＞

令和５年度各種手当額について

【制度の概要】

空き家バンク登録物件を募集しています
　市では、空き家等の有効活用を通して定住促進を図るため、空き家バンクへの登録物件を募集してい
ます。
　「空き家等」を所有していて、売却または賃貸での登録を希望される方は、企画広報グループ（市役所
３階 緯42-3214）まで申し込みください。

　登録した空き家の情報を、市のホー
ムページ等を通して公開します。
　情報を見て具体的な交渉を希望する
方は、市に利用の申し出を行い、市は
希望する物件の詳細情報を提供します
（３月９日現在、３件の登録がありま
す）。

●情報提供

　売却（譲渡）もしくは賃貸を希望する空き家の所有者から、
物件の情報登録を募り、「空き家バンク」に登録します。

●空き家登録の募集・登録

　市は空き家バンクを通して、情報の
収集と提供までを行い、所有者と利用
希望者との交渉や契約は行っていませ
ん。
　当事者同士で交渉や契約を行います
が、宅建業者に仲介を依頼する方法を
お勧めします。

●交渉・契約

▲空き家等情報登録制度（空き家バンク）の流れ

⑤当事者同士で交渉・契約

歌志内市
空き家バンク
（ホームページ）

空き家を 
買いたい人
借りたい人
（利用希望者）

空き家を 
売りたい人
貸したい人
（物件所有者）

①情報収集 ④情報提供

③情報確認②情報登録

児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当・障害児福祉手当

空き家になる見込みの方も、
ぜひご相談ください！
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こ
れ
ま
で
の
歌
志
内

●
昔
の
歌
志
内

　
歌
志
内
の
炭
鉱
の
歴
史
に
つ
い

て
、
1
8
9
1
年
２
月
　
日
採
炭

２３

開
始
、
鉄
道
輸
送
が
盛
ん
に
な
り
、

年
間
生
産
量
は
約
　
万
ト
ン
と
な

７０

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
空
知
管

内
一
大
炭
鉱
都
市
と
な
っ
て
働
く

人
が
大
量
に
増
え
、
人
口
が
約
４

万
6
千
人
を
記
録
し
ま
し
た
。
過

去
最
高
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ま
は
げ
の
歴
史
に
つ
い
て
、

昔
の
歌
志
内
は
、
地
域
行
事
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歌
志
内
に
秋

田
出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

な
ま
は
げ
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
秋
田
の
方
に
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
全
く
相
手
に
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
な
ま

は
げ
は
「
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。
で
す
が
、
粘

り
づ
よ
く
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、

な
ま
は
げ
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
と
い
う
条
件
で
な
ま

は
げ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
歌
志
内
の
な
ま
は
げ
を
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。

●
今
の
歌
志
内

　
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
つ
い
て
は
、

な
ま
は
げ
祭
り
や
し
ょ
っ
て
け
祭

り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
３
年
前
か
ら
し
ょ
っ
て

け
祭
り
は
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
開
催
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
雲
海
に
つ
い
て
、
か
も
い
岳
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
た

ち
は
そ
の
場
で
は
見
た
こ
と
が
な

い
の
で
、
い
つ
か
見
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。　

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　２月28日、歌志内学園（ 富 
と

 樫 
がし

 孝 
たか

 行 校長・児童生徒数83人）の６年生教室で、６年生４人の児
ゆき

童と「児童と市長が語る会」を開催しました。
　語る会では、「歌志内のまちづくり～これまでの歌志内・これからの歌志内～」をテーマに授業
の中でまとめた意見などを発表しました。その内容の一部をお知らせします。

歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌志志志志志志志志志志志志志志志志志内内内内内内内内内内内内内内内内内学学学学学学学学学学学学学学学学学園園園園園園園園園園園園園園園園園児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童ととととととととととととととととと市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長ががががががががががががががががが語語語語語語語語語語語語語語語語語るるるるるるるるるるるるるるるるる会会会会会会会会会会会会会会会会会

こ
れ
か
ら
の
歌
志
内

あ
る
け
れ
ど
、
若
者
の
た
め
の
施

設
が
少
な
い
の
で
増
や
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

●
歌
志
内
の
未
来

　
現
在
、
人
口
が
減
少
傾
向
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
歌
志
内
を

盛
ん
に
し
た
り
、
人
口
を
増
や
し

た
り
す
る
に
は
、
施
設
や
Ｚ
世
代

が
好
む
よ
う
な
も
の
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
塾
、
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
や
映
え
そ
う
な
カ
フ
ェ
（
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
な
ど
）、
雑
貨
屋
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
（
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
や
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
）
な
ど
で
す
。

　
歌
志
内
に
い
る
若
者
が
今
後
も

歌
志
内
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
ま
ち
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
高
齢
者
の
た
め
の
施
設
は

　
歌
志
内
の
ま
ち
づ
く
り
、
歌
志

内
の
「
昔
」「
今
」「
未
来
」
と
い
う

こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
テ
ー

マ
で
皆
さ
ん
調
べ
ら
れ
た
な
と
感

心
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
話
し

を
伺
い
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
し
ょ
っ

て
け
祭
り
を
は
じ
め
、
七
夕
祭
り

や
盆
踊
り
な
ど
は
昔
か
ら
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
少
し

ず
つ
収
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
も
復
活
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
歌
志
内
に
必
要
だ
と

思
う
こ
と
、
カ
フ
ェ
や
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

歌
志
内
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
中

で
、
そ
の
よ
う
な
会
社
が
歌
志
内

で
や
り
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
コ
メ
ン
ト
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  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

消
防
本
部  

☎
4
2
・
3
2
5
5

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
〉

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

警防・救急グループ

　
４
月
　
日（
木
）か
ら
　
日（
日
）

２０

３０

ま
で
の
　
日
間
「
お
出
か
け
は
　

１１

マ
ス
ク
戸
締
ま
り
　
火
の
用
心
」

の
防
火
標
語
を
掲
げ
、
全
道
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
本
市
で
も
今
年
１
件
の
火
災
が

発
生
し
て
お
り
、
空
気
が
乾
燥
す

る
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
で
火
災
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
北
海
道
の
出
火
原

因
上
位
３
位
と
注
意
点
を
載
せ
ま

す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

１
位
：「
ガ
ス
コ
ン
ロ
」

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
り
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第9話 消防車のサイレンについて

　
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
は
…

①
火
災

②
交
通
事
故
、
救
助
、
そ
の
他

の
２
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

次回～第10話 ホースブリッジについて

春
の
火
災
予
防
運
動

道路交通法施行令
第14条

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
な

い
よ
う
に
し
、
離
れ
る
場
合
は
、

必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
た
あ
と

は
、
必
ず
元
栓
を
閉
め
、
チ
ャ

イ
ル
ド
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
ホ
ー
ス
に
亀
裂
や
穴
が
開
い
て

い
な
い
か
定
期
的
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

２
位
：「
た
ば
こ
」

・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
寝
た
ば

こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
吸
い
殻
は
水
で
確
実
に
消
し
ま

し
ょ
う
。

・
灰
皿
に
吸
い
殻
を
溜
め
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で

吸
い
ま
し
ょ
う
。

３
位
：「
ス
ト
ー
ブ
」

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
暖
を
取
る

と
き
は
、
着
て
い
る
服
に
火
が

着
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
に
給
油

す
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。

・
給
油
後
は
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ

ン
ク
の
ふ
た
が
確
実
に
締
ま
っ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
運
動
期
間
中
の
主
な
行
事

　
４
月
　
日
（
木
）　
時
に
火
災

２０

２０

①
火
災
の
サ
イ
レ
ン
は
「
ウ

～
ウ
～
、
カ
ン
カ
ン
」
と

鳴
ら
し
ま
す
。

②
交
通
事
故
、
救
助
、
そ
の

他
の
サ
イ
レ
ン
は
「
ウ
～

ウ
～
」
と
鳴
ら
し
ま
す
。

※
鎮
火
し
て
現
場
か
ら
引
き

揚
げ
る
と
き
は
、「
カ
ン
カ

ン
」
と
鳴
ら
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
は
消
防
車
が

安
全
に
現
場
へ
向
か
う
た

め
に
鳴
ら
し
ま
す
が
、
同

時
に
火
災
が
あ
っ
た
こ
と

を
消
防
団
員
や
住
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。

歌志内市消防署  消防３号車

消防車の仕組み
～サイレン操作アンプ～

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

サイレン 「ウ～ウ～」

警鐘 「カンカン」

　
道
内
で
橋
名
板
の
盗
難
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
橋
名
板
と
は
、
橋
や
川
の
名
前

を
記
し
た
金
属
製
の
プ
レ
ー
ト
で
、

地
域
の
目
印
と
し
て
役
立
つ
よ
う
、

橋
の
両
端
に
設
置
し
て
い
る
設
備

で
す
。

　
道
民
の
財
産
を
守
る
た
め
、
橋

の
前
後
な
ど
で
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
札
幌
建
設
管
理

部
用
地
管
理
室
（
緯
０
１
１
・

５
６
１
・
０
４
１
４
）
ま
た
は

土
木
建
築
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所

１
階
緯
４
２
・
２
２
２
３
）

橋
名
板
の
盗
難
被
害

　
　
　
防
止
の
呼
び
か
け

予
防
啓
発
の
た
め
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
火
の
元

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
期
間
中
、
車
両
広
報
や

有
線
広
報
を
は
じ
め
消
防
職
員
が

防
火
訪
問
に
行
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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以
下
の
議
案
は
、
２
日
間
に
わ

た
る
条
例
・
予
算
等
審
査
特
別
委

員
会
の
審
査
を
経
て
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
３
月
９
日

条
例
・
予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
付
託

■
歌
志
内
市
個
人
情
報
の
保
護
に

（

）
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NEWS

議会の動き
第1回定例会

3月9日から会期9日間で開催

【
歳
入
】

▽
普
通
交
付
税
の
増

２
億
５
３
６
１
万
６
千
円

▽
生
活
保
護
費
の
減

２
４
９
９
万
３
千
円

▽
財
政
調
整
基
金
の
減

１
億
円

▽
公
共
施
設
等
整
備
基
金
繰
入
金

の
減

５
０
０
０
万
円

▽
前
年
度
繰
越
金
の
増

１
億
２
０
１
７
万
６
千
円

▽
臨
時
財
政
対
策
債
の
減

２
２
４
４
万
６
千
円

■
同
歌
志
内
市
営
公
共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
６
９

６
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
２
億
３
９
０
３
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
基
金
積
立
金
の
確
定
及
び
決
算

見
込
み
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

予
算
に
８
８
７
万
８
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
億
２
８
８
７

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
同
歌
志
内
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

■
定
期
監
査
及
び
財
政
援
助
団
体

等
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
に
監
査
委
員
が
行

っ
た
　
課
の
定
期
監
査
と
、
財
政

１２

援
助
及
び
出
資
を
行
っ
て
い
る
３

団
体
に
対
す
る
監
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
道
線
の
認
定
に
つ
い

て
　
文
珠
地
区
宅
地
造
成
工
事
の
完

成
に
伴
い
、
新
た
に
西
歌
１
号
線

を
市
道
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
７
４
３

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
８
３

万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
７
６
１
６
万
８
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
年
度
末
の
決
算
見
込
み
を
調
整

し
、
次
の
と
お
り
補
正
し
ま
し
た
。

▼
収
益
的
収
支

　
収
入
は
２
１
６
３
万
８
千
円
を

減
額
し
て
６
億
２
１
６
５
万
３
千

円
に
、
支
出
は
２
３
７
８
万
３
千

円
を
減
額
し
て
６
億
３
１
４
６
万

円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
当
年
度
純

損
失
は
１
９
９
２
万
５
千
円
に
、

欠
損
金
合
計
は
７
億
９
５
７
３
万

９
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
　
億
２
５
９
７
万
円
と
し
ま

５１

し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
歳
出
】

▽
公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
増

２
億
２
０
０
０
円

▽
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
特
別
事

業
基
金
積
立
金
の
増

４
０
０
０
万
円

▽
介
護
保
険
推
進
経
費
に
係
る
負

担
金
（
空
知
中
部
広
域
連
合
）

の
減

１
０
１
９
万
２
千
円

▽
生
活
保
護
費
の
減３

３
３
１
万
円

▽
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
の
減

３
３
１
１
万
円

▽
道
路
維
持
一
般
経
費
に
係
る
除

雪
委
託
料
の
増

１
０
０
０
万
円

▽
市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰

出
金
の
増

１
８
８
１
万
９
千
円

▽
住
宅
改
修
事
業
の
係
る
工
事
請

負
費
（
改
良
住
宅
）
の
減

１
０
５
２
万
７
千
円

▽
職
員
給
与
費
の
減

１
４
４
７
万
５
千
円
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関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
法
の
施

行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

■
歌
志
内
市
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
可
能
と
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
こ

の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
効
率
的
な
行
政
運
営
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

市
の
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、

行
政
課
題
に
対
応
し
た
効
率
的
な

組
織
運
営
を
図
る
た
め
、
歌
志
内

市
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
定
住
促
進
条
例
の
一
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
後
遺
症
の
か
た
が
た
の
日
常

を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

■
認
知
症
の
人
も
家
族
も
安
心
な

社
会
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

■
L
G
B
T
Q
に
関
す
る
差
別
を

解
消
し
、
人
権
を
守
る
法
整
備

を
求
め
る
意
見
書

■
岸
田
政
権
が
進
め
る
「
防
衛
費

拡
大
・
大
増
税
」
に
反
対
す
る

意
見
書

　
　
　〈
３
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

１７

　
他
５
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
や

総
務
大
臣
な
ど
の
各
関
係
先
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
市
内
へ
の
定
住
を
奨
励
す
る
た

め
の
措
置
を
拡
充
し
、
よ
り
定
住

人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
関
係

条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
歌
志
内
市
下
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
規
定
を
適
用
す
る

こ
と
や
行
政
事
務
の
効
率
化
等
に

よ
る
職
員
数
の
削
減
に
伴
い
、
職

員
定
数
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
の
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
監
査
委
員
の
報
酬
月
額
に
つ
い

て
、
近
隣
氏
の
支
給
状
況
を
勘
案

し
て
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
高
等
学
校
等
支
援
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
高
等
学
校
等
に
就
学
す
る
生
徒

に
対
し
て
の
就
学
支
援
金
を
増
額

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
。

■
歌
志
内
市
立
病
院
条
例
及
び
歌

志
内
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
市
立

病
院
の
組
織
体
制
を
見
直
す
た
め
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

予
算

　
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
全
５
会

計
の
新
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

令和６年４月１日から

不動産の相続登記の申請が義務化
　相続が発生してもそれに伴って相続登記がされない原因として、①これまで相続登記の申請は任意と
されており、かつ、その申請をしなくても相続人が不利益を被ることが少なかったこと、②相続した土
地の価値が乏しく、売却も困難であるような場合には、費用や手間を掛けてまで登記の申請をする意欲
がわきにくいことが指摘されていました。
　そのため、相続登記の申請を義務化することで、不動産登記簿を見ても現在の所有者が直ちに判明し
ない、いわゆる「所有者不明土地」の発生を予防することになりました。
　相続登記の申請義務についての主なルールは、以下のとおりです。
Ａ基本的なルール
　相続（遺言も含みます。）によって不動産を取得した相続人は、その所有権を取得したことを知った日
から３年以内に相続登記の申請をしなければならないこととされました。
Ｂ遺産分割が成立した時の追加的なルール
　遺産分割の話し合いがまとまった場合には、不動産を取得した相続人は、遺産分割が成立した日から
３年以内に、その内容を踏まえた登記を申請しなければならないこととされ
ました。
Ｃ罰則について
　ＡＢともに、正当な理由がないのに義務に違反した場合、10万円以下
の過料の適用対象となります。
　くわしくは、法務局ホームページ（https://houmukyoku.moj.go.jp）
をご覧いただくか、札幌法務局（滝川支局 緯23-2330）までお問い合わ
せください。

＜戸籍保険グループ＞
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電話番号住 所指定工事店

42-2645歌志内市字文珠141番地加藤建設㈱

32-4221赤平市字赤平533番地（設備）西出興業㈱

42-2377歌志内市字本町231番地㈱吉田組

42-3318歌志内市字神威195番地経塚工業㈱

74-6163
砂川市空知太東1条3丁目3番
7号

オーハシ総合設備㈱

24-0357滝川市泉町2丁目1番7号㈱道央ハウジング

76-3386新十津川町字中央331番地2太陽ホーム㈱

42-3148歌志内市字本町37番地1㈱和泉組

■歌志内市下水道排水設備指定工事店（登録順） 早
急
に
下
水
道
水
洗
化
工
事
の
実
施
を

　
く
み
取
り
ト
イ
レ
な
ど
は
、
下
水
処
理
が
で
き
る
日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗

ト
イ
レ
へ
の
改
造
が
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
改
修
促
進
助
成
事
業
（
　
万
円
以
上
改
修
費
の
２
割
、　
万
円
限
度
）

３０

５０

や
無
利
子
貸
付
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
下
水
道
水
洗
化
に
向
け
て
早
急

な
改
造
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
工
事
の
施
工
は
、
左
表
の
歌
志
内
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
で
の
み
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の
見
積
も
り
な
ど

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　〈
 土
木
建
築
グ
ル
ー
プ
　
市
役
所
２
階
 緯
４
２
・
２
２
２
３
 〉

　昨年の８月から９月ごろに大量発生した蛾の
種類は、「クスサン」という大型の蛾で、成虫に
なってからの寿命は１週間ほどでありますが、
その間に、街灯や建物の壁に卵を産みつけます。
　卵は越冬し、そのまま放置すると４月下旬か
ら５月上旬頃にはふ化しますので、今年のクス
サンの大量発生を抑制するためにも、今一度、
ご自宅の周りを確認し、家の外壁などに産みつ
けられた卵塊を見つけた際には、ヘラなどでは
ぎ取って土中に埋めるか、一般ごみ（燃やせる
ごみ）として処分してください。
　なお、卵塊は頑丈に張り付いていますので、
作業の際には、けがと壁などを傷つけないよう
注意してください。

地域づくり活動
支援事業補助金

　市では、地域団体等が取り組む地域づくり活
動を支援するため、歌志内市地域づくり活動支
援事業補助金制度を実施しています。
　共に助け合い、安心して暮らせる地域の形成
・充実・強化を図るため、ぜひこの制度をご活
用ください。
●対象団体
　町内会・自治会及び市内に活動の拠点を有し、
地域住民を対象に継続的な事業を行う団体（た
だし、宗教活動及び政治活動を行う団体は除
く）
●対象事業
　対象団体が実施する、地域の景観保全・美化
推進、生涯学習、高齢者支援、健康づくり、防
犯・防災などの魅力ある地域づくりに関する事
業
●補助金額
・補助率　補助対象経費の３分の２以内（1千
　　　　　円未満の端数切り捨て）
・限度額　10万円（当該年度において同一団体
　　　　　は原則１回限り）
・交付期間　同一事業につき、３年を限度

大型の蛾「クスサン」の
が

問い合わせ　企画広報グループ
　　　　　　（市役所３階 緯42-3214）

卵を見つけたら

問い合わせ　環境交通グループ
　　　　　　（市役所１階 緯42-3217）

▲成虫のクスサン（左）とクスサンの卵塊（右）



問い合わせ 保健介護グループ  （市役所２階  ☎ 42-3213）

あなたの健康を応援します!
Let’ s 健康！

2211 令和５年４月号

　今回は、子宮 頸 がんについてお伝えします。
けい

ヒトパピローマウイルス（H
PV）に長期にわたり感染す
ることと考えられている。

原因

早期は症状のないことが多
いが、生理のとき以外の出
血や性行為による出血、お
りものの増加などが見られ
ることがある。

症状

●子宮頸がんについて

●子宮頸がんの原因“ヒトパピローマウイルス（HPV）”

　HPVは、性交経験のある女性の多くが生涯で一度は感染するとされているウイルスです。HPVには、
200種類以上のタイプがあり、そのうち、少なくとも15種類が子宮頸がんの原因になることがわかって
います。HPVに感染してもすぐにがんになる訳ではなく、いくつかの段階があります。

子宮がん検診は6月26日に乳がん検診と同日に行います。くわしくは折り込みチラシをご覧ください。

●子宮頸がんの予防と早期発見

①HPVワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）の接種
　平成25年から積極的な接種の勧奨を差し控えていたHPVワクチンですが、安全性について特別な心
配は認められないこと等が確認され、令和４年４月から接種の勧奨が再開となっています。
　小学校６年～高校１年相当の女性を対象にワクチン接種が行われており、感染予防効果を示す抗体は
少なくとも12年間維持される可能性があることが、これまでの研究でわかっています。

②子宮頸がん検診の受診
　子宮頸がんを早期発見するため、検診を受けることが重要です。検診では、がん
になる前の「前がん病変」も見つけることができます。また、市では30～60歳の方
を対象にHPVに感染していないかを調べるHPV検査も合わせて行っています。

HPVの持続感染 前がん病変
（異形成）

子宮頸がん

数年～数十年かけて進行　※進行が早い場合もあります

HPV感染正常

多くの場合
自然に消えます 一部は正常に戻ることがあります

　毎年約1.1万人が子宮頸がんと診断されていま
す。子宮頸がんは20歳代後半から増加して、40
歳代でピークを迎えます。30歳代までにがんの
治療で子宮を失ってしまう人も、年間に約1,000
人おり、がんの予防・早期発見が大切です。

子宮頸がん年齢別罹患率（上皮内がんを除く）

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」
　　 （全国がん登録）

ワクチンで防げないタイプのHPVもあるため、ワクチンを接種していても
20歳になったらがん検診を受けることが大切です
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納付方法拡大のお知らせ
４月から地方税ＱＲコードによる市税の納付が始まります

納付書サンプル

このマークがQRコードとして新たに印字されたものです

問い合わせ 税務グループ（市役所１階 緯42-3217）

　４月から、これまでの納付方法（窓口納付、口座振替）に加えて、地方税統一ＱＲコードが印字され

た納付書については、そのＱＲコードを利用して自宅や職場等のパソコン、スマートフォン等から「地

方税お支払サイト」を使用して電子納税が可能となります。

　また、このＱＲコードは、金融機関でも納付が可能で、利用できる納付方法が拡大されます。

葛対象となる税　固定資産税、軽自動車税（種別割）、市道民税（普通徴収）

　　　　　　　　【対象外】国民健康保険税、後期高齢者医療保険料

●利用可能な支払い方法

　くわしい支払い方法については、納税通知書に同封するお知らせをご覧ください。

※くわしくは、ｅLTAXホームページ（https://www.eltax.lta.go.jp/）でご確認ください。
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　新入学のシーズンを迎え、子ども達の活動も活発になります。
歩行者や自転車利用者が増えるとともに、初心者や慣れない道を
運転するドライバーも多くなります。重大事故が起きやすい季節
となりますので、ドライバーの皆さんはじゅうぶんに注意すると
ともに、思いやりのある運転を心がけましょう。

＜環境交通グループ＞

新入学（園）児童・園児に対して思いやりのある運転を
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●消防署出動救助訓練

●株式会社藤樹園から寄附がありました

●建設協会による除雪ボランティア

●ひなまつり集会●ひなまつり作品展示

ああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりがががががががががががががががががががががとととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままありがとうございますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

ああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりがががががががががががががががががががががとととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままありがとうございますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

斉藤代表取締役（写真左）から「地域の産業振
興に役立ててください」と現金１００万円の寄
附を受けました。　　　　（３月３日　市役所）

歌志内学園とこども園の駐車場や、ボイラー倉
庫の上に積もった雪をきれいに除排雪していた
だきました。　　　　（２月２５日　歌志内学園）

皆さんが手作りして作ったお花紙の八重桜をバ
ックに、一足早いお花見気分で記念撮影をしま
した。　　（３月９日　デイサービスセンター）

「うれしいひなまつり」を歌い、女の子がなり
たい夢を発表した後、手作りのひな壇の前で記
念撮影をしました。　　（３月３日　こども園）

暖気が原因で発生した落雪事故を想定し、雪の
中に埋もれた要救助者２人を救出する訓練が行
われました。　　　（３月７日　消防署駐車場）
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●ふれあいギフトお届け事業

●あおぞら卒園式

恭おくやみ　もうしあげます

　 南 　
みなみ

　 友  明 　　さん（７５歳・２月２日逝去）歌神
とも あき

　 清  海 
せい かい

　 キ  ミ 　　さん（９７歳・２月３日逝去）文珠
き み

　 田  村 
た むら

　 マ  ツ  ヱ 　さん（１０２歳・２月３日逝去）中村
ま つ ゑ

　 佐  藤 
さ とう

　 惠  美  子 　さん（９２歳・２月３日逝去）文珠
え み こ

　 伊  藤 
い とう

　 節  子 　　さん（８０歳・２月１１日逝去）文珠
せつ こ

　 堀  川 
ほり かわ

　 正  晴 　　さん（７３歳・２月１８日逝去）文珠
まさ はる

　 太  田 
おお た

　 瑠  美  子 　さん（７９歳・２月２３日逝去）本町
る み こ

地域の皆さんを元気付けようと、はまなすボラ
ンティアの皆さんが手作りの花結びキーホルダ
ーをお届けしました。（３月１６日　市内各所）

■広報うたしないに掲載した写真を無料で差し上
げますので、ご希望の方はご連絡ください。ま
た、下記のQRコード先にも各種行事の写真を掲
載していますので、ご覧ください。

　

▲市公式ホームページ　　　▲市公式Facebook
〈連絡先〉　企画財政課企画広報グループ
　　　　　（市役所３階　緯４２-３２１４）

７人の卒園児たちは、お友だちや先生方、家族
へ「ありがとう」の気持ちを伝え、元気よく園
舎を巣立ちました。　　（３月１７日　こども園）

卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめでででででででででででででででででででででとととととととととととととととととととととううううううううううううううううううううう卒園おめでとう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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■粗大ごみ回収
　４月２５日（火）の午前中までに環境交通グループに申し
込みください。（各世帯で一度に３個まで）
■カレンダーの表示について
生 =生ごみ、燃 =燃やせるごみ、 =燃やせないごみ、
資 =資源ごみ、危 =危険ごみ、粗 =粗大ごみ
※表示のない日はごみ収集を行いません。

※掲載している行事等が変更・延期・中止になる場合がありますので、事前に確認をお願いします※掲載している行事等が変更・延期・中止になる場合がありますので、事前に確認をお願いします。。

行事・会場・時間（受 ：受付時間）ごみ
日
・
曜

斬【休日当番医】市立病院１
土

斬【休日当番医】市立病院２
日

 ３月
斬札幌弁護士会無料法律相談（うたみん１０：
００～１２：００）

斬移動どうわ会（神威児童センター１３：００～）
 ４火

斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会１３：００～
１５：００）

 
 

５
水

斬定例行政相談（うたみん１３：００～１５：００）
斬介護保険相談（うたみん１３：００～１５：００） ６木

 ７金
斬【休日当番医】市立病院８

土

斬【休日当番医】市立病院９
日

斬４種混合予防接種（市立病院受 １４：１５～１４：
３０）
斬日本脳炎予防接種（市立病院受 １５：３０～１６：
００）

 １０
月

斬BCG予防接種（市立病院受 １４：１５～１４：３０）
斬水痘予防接種（市立病院受 １４：１５～１４：３０） １１

火

斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会１３：００～
１５：００）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

 
 

１２
水

 １３
木

 １４
金

斬【休日当番医】市立病院１５
土

斬【休日当番医】市立病院１６
日

斬移動収納車（９：００～１１：２５） １７
月

斬乳幼児相談（うたみん受 ３～４か月児９：５０～
１０：００、その他１０：００～１０：１５）

斬札幌弁護士会無料法律相談（うたみん１０：
００～１２：００）

斬麻しん・風しん予防接種【１期】（市立病院
受 １４：１５～１４：３０）

 １８
火

行事・会場・時間（受 ：受付時間）ごみ
日
・
曜

斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会１３：００～
１５：００）

 
 

１９
水

 ２０
木

 ２１
金

斬【休日当番医】市立病院２２
土

斬【休日当番医】市立病院２３
日

 ２４
月

 ２５
火

斬健康相談（市役所１０：００～１１：３０）
斬社協心配ごと相談（社会福祉協議会１３：００～
１５：００）
斬日本脳炎予防接種（市立病院受 １７：００～１８：
００）
斬【夜間診療】市立病院（１７：００～１８：３０）

 ２６
水

斬移動収納車（９：００～１１：２５） ２７
木

 ２８
金

斬【休日当番医】市立病院２９
土

斬【休日当番医】市立病院３０
日

鋸月の納税
試１　期　固定資産税
諮納期限　５月１日(月)
※税・住宅使用料等を口座振替の
方は、残高をご確認ください。
鋸月の移動収納車巡回日
試１７日(月)・２７日(木)
●問い合わせ
諮税務グループ
　　　（市役所１階緯４２-３２１７）

■納入場所

▼市役所１階会計窓

口

▼北門信用金庫本店

・各支店

▼北海道労働金庫本

店・各支店

▼道内の郵便局また

はゆうちょ銀行
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※電話での相談も受け付けます。
問い合わせ　社会福祉協議会（緯４２-２３２８）

札幌弁護士会無料法律相談（４日・１８日）
定例行政相談（６日）
問い合わせ　環境交通グループ（市役所１階緯４２-３２１７）
介護保険相談（６日）
問い合わせ　保健介護グループ（市役所２階緯４２-３２１３）
社協心配ごと相談

財団～北海道地域医療振興財団
※出張医師については１週間ごとに変更となります。
※出張医師の氏名は病院入口と待合室に掲示しています。

開催場所相　　談　　員

心配ごと相談所
(社会福祉協議会)
（緯４２-６７９２）

 北  山 　 昭  子 
きた やま あき こ

 相  良 　 昭  吉 
さが ら あき よし

５日

 岡  渕 　 栄  子 
おか ぶち えい こ

 山  川 　 義  信 
やま かわ よし のぶ

１２日

 山  崎 　 榮  子 
やま ざき えい こ

 前  川 　　 昭 
まえ かわ あきら

１９日

 日  景 　 明  美 
ひ かげ あけ み

 武  田 　 正  幸 
たけ だ まさ ゆき

２６日

金木水火月

水野
医師

橋本
医師水野医師橋本

医師
水野
医師午前

橋本
医師

水野
医師橋本医師

出張
医師

（財団）

出張
医師

（財団）
午後

１２日～水野医師
２６日～橋本医師

夜間
診療

（第２・第
４水曜日）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医市立病院外来診療医師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師
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日本脳炎予防接種（１０日・２６日）
１期　６か月～７歳半未満児
２期　９歳～１３歳未満児
特例対象者　平成１９年4月1日以前の生まれで２０歳未満
　　　　　　の方
持ち物　母子健康手帳・予診票
4種混合予防接種（１０日）
対象児　３か月～７歳半未満児
持ち物　母子健康手帳・予診票
BCG予防接種（１１日）
対象児　１歳未満児
持ち物　母子健康手帳・予診票
水痘予防接種（１１日）
対象児　１歳～３歳未満児
持ち物　母子健康手帳・予診票
麻しん・風しん予防接種【１期】（１８日）
対象児　１歳～２歳未満児
持ち物　母子健康手帳・予診票
※上記の予防接種は１週間前までの予約が必要です。
健康相談（２６日）
※事前予約が必要です。
乳幼児相談（１８日）
対象児　 ３～４か月児（R４． １１．１５～R５． １．１８生）
　　　　 ７～８か月児（R４． ７．１５～R４． ９．１８生）
　　　　１０～１１か月児（R４． ４．１５～R４． ６．１８生）
　　　　２４～２５か月児（R３． ２．１５～R３． ４．１８生）
　　　　その他希望者
持ち物　母子健康手帳・子どもノート・個人通知に同封
　　　　の質問票（３～４か月児、２４～２５か月児）・歯ブラ
　　　　シ（２４～２５か月児）・その他オムツの替えやミ
　　　　ルクなど必要なもの

■休館のお知らせ
　東光児童館・神威児童センターの休館日は、３日（月）、
１０日（月）、１７日（月）、２４日（月）、３０日（日）です。

東光児童館　　　　緯４２-３３７４

１５日（土）　１３：００～イースターエッグハント

２２日（土）　１３：００～うごくおもちゃ作り

神威児童センター　緯４２-３１９２

 ４日（火）　１３：００～サイコロトーク

１１日（火）　１５：００～めんこい工作
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　夜間診療日は、毎月第２・第４水曜日のみです。お間
違いのないようにお願いします。
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集集

■募集住宅

基本家賃面積種別住宅番号団地・地区名住宅区分

２０,６００円～６６,２００円６９㎡３ＬＤＫＴＨ８－２４東光三区地区改良住宅

２０,９００円～６８,０００円６６㎡２ＬＤＫMH１１－４文珠高台団地公営住宅

　
行
事
等
が
変
更
・
延
期
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
・
参
加
等
を
す
る
場
合

に
は
主
催
者
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
家
賃
を
減
額
や
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
該
当
す
る
場
合

▽
入
居
者
や
同
居
者
が
仕
事
を
や

め
た
り
、
病
気
な
ど
で
生
活
困

窮
と
な
っ
た
場
合

▽
仕
事
が
変
わ
る
な
ど
、
収
入
が

著
し
く
減
っ
た
場
合

▽
災
害
や
火
災
な
ど
に
よ
り
著
し

い
損
害
を
受
け
た
場
合

▽
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
・
納
付

書
（
口
座
振
替
通
知
書
）・
内

容
を
証
明
で
き
る
も
の

▼
申
請
期
間
　
随
時

▼
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管
理
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

２
２
２
３
）

市
営
住
宅

市
営
住
宅
のの

家
賃
減
免
に
つ
い

　
　
家
賃
減
免
に
つ
い
てて

　
第
　
回
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー

３２

ラ
ン
祭
り
の
市
民
審
査
員
を
募
集

し
ま
す
。 

　
演
舞
を
み
て
感
じ
た
「
感
動
」

と
チ
ー
ム
の
「
元
気
」
が
審
査
基

準
の
た
め
、
特
別
な
知
識
や
技
術

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と
　
き
　
６
月
　
日
（
土
）
9

１０

時
　
分
～
　
時
、　

日
（
日
）

３０

１９

１１

9
時
　
分
～
　
時
の
中
で
３
～

３０

２１

４
時
間
が
目
安

▼
と
こ
ろ
　
大
通
公
園（
札
幌
市
）

▼
活
動
内
容
　
Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
お
け
る
演
舞

の
審
査

▼
定
員
　
１
１
０
人
程
度（
抽
選
）

▼
申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
金
）

２８

ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

s://w
w
w
.y
o
sa
ko
i-so
ra

n
.jp
/

）
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し

込
み
、
ま
た
は
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
た
応
募
方

法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
Y
O
S
A
K
O

I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委
員
会

（
緯
０
１
１
・
２
３
１
・
４
３

５
１
）

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ララ

ン
祭
り
審
査
員
募

ン
祭
り
審
査
員
募
集集
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市
で
は
、
市
内
全
域
で
野
犬
掃

と
う
（
野
犬
の
処
分
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

野
犬
掃
と
う

野
犬
掃
と
う
をを実

施
し
ま

実
施
し
ま
すす

▼
試
験
日
時
　
８
月
　
日
（
火
）

２９

　
時
　
分
か
ら
　
時
ま
で

１３

３０

１６

▼
試
験
地
　
札
幌
市

▼
受
験
資
格
　
学
校
教
育
法
第
　５７

条
に
規
定
す
る
方
で
、
多
数
人

に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て

供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病

院
等
の
施
設
、
ま
た
は
飲
食
店

営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う

ざ
い
製
造
業
に
該
当
す
る
営
業

に
お
い
て
、
令
和
５
年
５
月
　１９

日
ま
で
に
２
年
以
上
の
調
理
業

務
に
従
事
し
た
方

▼
受
験
願
書
の
提
出
先
　
滝
川
保

健
所

▼
受
付
期
間
　
５
月
８
日
（
月
）

～
５
月
　
日
（
金
）

１９

▼
受
験
手
数
料
　
６
９
０
０
円

▼
受
験
願
書
の
配
布
　
４
月
上
旬

か
ら
配
布
予
定

▼
問
い
合
わ
せ
　
滝
川
保
健
所
企

画
総
務
課
企
画
係
（
緯
２
４
・

６
２
０
１
）

令
和
５
年
度
調
理
師
試

令
和
５
年
度
調
理
師
試
験験

　
炭
鉱
時
代
の
栄
華
を
今
に
伝
え

る
旧
空
知
炭
鉱
倶
楽
部
「
こ
も
れ

び
の
杜
記
念
館
」
は
、
５
月
２
日

（
火
）
か
ら
９
月
　
日（
土
）ま
で
開

３０

館
し
ま
す
。

▼
開
館
時
間
　
９
時
～
　
時
１７

▼
入
館
料
　
無
料

▼
予
約
方
法
　
原
則
と
し
て
、
見

学
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

郷
土
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
郷

土
館
（
緯
４
３
・
２
１
３
１
）

■
杜
の
美
術
展

　
５
月
３
日
（
水
）
と
４
日
（
木
）

は
、
館
内
に
書
画
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
、　
時
か
ら
　
時
ま
で
、

１０

１５

予
約
不
要
で
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

こ
も
れ
び
の
杜
記
念

こ
も
れ
び
の
杜
記
念
館館

５

　
　
５
月月
２２
日
オ
ー
プ

日
オ
ー
プ
ンン

公
設
塾
の
英
語
講
師
を

公
設
塾
の
英
語
講
師
を
募募

集
し
ま
す

集
し
ま
す
。。

　
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
学
習

習
慣
定
着
を
目
的
と
し
た
公
設
塾

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の

英
語
を
受
け
持
っ
て
い
た
だ
け
る

講
師
1
名
を
市
内
外
を
問
わ
ず
募

集
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
受
講
対
象
者
　
歌
志
内
学
園
後

期
課
程
（
７
～
９
年
生
）

▼
時
限
数
及
び
回
数
　
　
分
授
業

５０

×
２
時
限
×
　
回
（
年
間
）

２６

※
開
催
日
は
後
日
決
定

▼
日
　
時
　
毎
週
土
曜
　
　
時
～

１５

　
時
　
分
（
１
時
限
目
）、　
時

１５

５０

１６

5
分
～
　
時
　
分（
2
時
限
目
）

１６

５５

▼
使
用
教
材
　
市
販
ド
リ
ル
ほ
か

▼
謝
　
礼
　
 １
回
に
つ
き
　
3

0
0
0
円
×
２
時
限
＝
6
0
0

0
円
及
び
、
交
通
費
相
当
分
1

0
0
0
円
（
市
内
在
住
の
方
）

ま
た
は
2
0
0
0
円
（
市
外
在

住
の
方
）

※
こ
こ
か
ら
源
泉
徴
収
あ
り

▼
資
格
等
　
中
学
校
英
語
教
員
免

許
（
退
職
さ
れ
た
教
員
可
）
ま

た
は
、
実
用
英
語
検
定
（
英
検
）

２
級
以
上
所
持
な
ど
、
関
係
資

格
を
お
持
ち
の
方

▼
締
め
切
り
　
４
月
　
日
（
月
）

１０

▼
提
出
書
類
　
市
販
の
履
歴
書
、

所
持
資
格
書
類
の
コ
ピ
ー

※
後
日
面
接
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯

４
２
・
４
２
２
３
）

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
歌
志
内
後
援
会
で
は
、
新
規
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
新
球
場
で
一
緒
に
応
援
し
ま
せ

ん
か
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
歌
志
内
商
工
会

議
所
・
佐
藤
（
緯
４
２
・
２
４

９
５
）

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イイ

タ
ー
ズ
後
援
会
会
員
募

タ
ー
ズ
後
援
会
会
員
募
集集

　
首
輪
を
付
け
て
い
て
も
、
放
し

飼
い
の
状
態
で
は
他
人
に
迷
惑
が

か
か
り
、
処
分
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
犬
は
必
ず
け
い
留
し
て
飼
う
。

▽
定
期
的
に
「
首
輪
、
鎖
、
け
い

留
 杭
 、
く
い

 檻
 」
に
破
損
や
緩
み
が

お
り

な
い
か
点
検
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
額

（
土
地
・
家
屋
）
の
基
礎
と
な
る

価
格
に
関
す
る
帳
簿
を
次
の
と
お

り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
期
　
間
　
４
月
３
日
（
月
）
～

５
月
１
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

▼
と
こ
ろ
　
税
務
グ
ル
ー
プ

▼
対
　
象
　
本
市
の
固
定
資
産
税

納
税
義
務
者

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・
３
２

１
７
）

価
格
等
縦
覧
簿
を
縦

価
格
等
縦
覧
簿
を
縦
覧覧



30令和５年４月号

………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

繋
フ
ロ
ン
ト
及
び
事
務
員
補
助

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

罫
電
子
部
品（
水
晶
デ
バ
イ
ス
）

の
製
造
・
組
み
立
て

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

茎
土
木
作
業
員

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

荊
介
護
員（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

蛍
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

計
介
護
員（
支
援
員
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
上

６４

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （（
３３
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１０１０

☎

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
在
宅
で
重
度
の
要
介
護
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
介
護

用
品
と
交
換
で
き
る
引
換
券
を
交

付
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
４
月
上

旬
頃
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
が
要

介
護
３
以
上
の
在
宅
高
齢
者
を

を
介
護
し
て
い
る
家
族
（
入
院

中
、
施
設
入
所
中
の
場
合
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
）。

▼
対
象
品
目
　
紙
お
む
つ
、
尿
取

り
パ
ッ
ト
、
使
い
捨
て
手
袋
、

清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

な
ど
の
介
護
用
品

▼
助
成
額
　
１
か
月
３
０
０
０
円

▼
そ
の
他
　
対
象
者
で
紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
を
購
入
し
た
方

に
追
加
で
市
指
定
の
可
燃
ご
み

袋
（
　
リ
ッ
ト
ル
）
を
１
か
月

２０

に
　
袋
支
給
し
ま
す
。

１０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
３
２
１
３
）

　
渥
の
市
指
定
可
燃
ご
み
袋
を

２０年
間
１
２
０
枚
を
限
度
（
１
か

月
　
枚
）
に
支
給

１０

※
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度

途
中
で
該
当
と
な
る
場
合
は
、

随
時
支
給
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

３
２
１
３
）

　
市
で
は
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
処

理
に
ご
み
袋
を
使
用
す
る
こ
と
が

多
い
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
軽
減

を
図
る
た
め
、
指
定
ご
み
袋
を
支

給
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
基
準
日
（
令
和
５
年

４
月
１
日
）
に
お
い
て
、
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の

保
護
者

▼
ご
み
袋
の
種
類
及
び
支
給
方
法

家
族
介
護
用

家
族
介
護
用
品品

引
換
券
を
交

 

引
換
券
を
交
付付

子
育
て
支
援
ご
み
袋

子
育
て
支
援
ご
み
袋
をを

支
給
し
ま

　
　
　
　
　
支
給
し
ま
すす

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
令
和
５

年
２
月
　
日
（
月
）
か
ら
新
た
に

20

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用

し
た
電
子
決
済
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
点
に
お
け
る

対
象
決
済
ア
プ
リ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
対
象
決
済
ア
プ
リ
　

・
a
u
 P
A
Y

・
d
払
い
遺

・
P
a
y
B
（
P
a
y
B
と
連
携

し
て
い
る
各
金
融
機
関
等
が
提

供
す
る
決
済
ア
プ
リ
を
含
む
）

・
P
a
y
P
a
y

▼
問
い
合
わ
せ
　
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w

w
.n
e
n
kin
.g
o
.jp

）
ま
た
は

砂
川
年
金
事
務
所
（
緯
５
２
・
２

１
４
４
）

国
民
年
金
保
険
料
は
電

国
民
年
金
保
険
料
は
電
子子

決
済
が
ご
利
用
で
き
ま

決
済
が
ご
利
用
で
き
ま
すす

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

方
法
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
、
証
明
用
写
真
機
、
郵
送

の
４
つ
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
郵
送
に
よ
る
申
請

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
写

真
撮
影
（
無
料
）
や
申
請
書
の
準

備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
仕
事
な
ど
で
日
中
に
市
役
所

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
をを

つ
く
り
ま
し
ょ

つ
く
り
ま
し
ょ
うう

へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

平
日
の
時
間
外
で
の
対
応
を
行
い

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
が

対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
込
期
限
は
、
５
月
末
ま
で
と
な

り
ま
す
。
期
限
間
近
の
申
請
と
な

ら
な
い
よ
う
、
お
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

及
び
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

が
な
い
場
合
は
、
市
役
所
で
の

発
行
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
顔

写
真
の
つ
い
た
運
転
免
許
証
な

ど
は
１
点
で
の
確
認
が
可
能
で

す
が
、
顔
写
真
の
な
い
健
康
保

険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
は
２
点

必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）
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札
幌
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
日

程
で
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
ご
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
４
月
４
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１０

１２

 河
  西
 　
 宏
  樹
 弁
護
士

か
 さ
い
 

ひ
ろ
 き

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

▽
４
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１８

１０

１２

 村
  田
 

む
ら
 た

　
 雅
  彦
 弁
護
士

ま
さ
 ひ
こ

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

■
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

　
令
和
５
年
度
の
保
険
料
額
は
、

1
か
月
1
万
6
5
２
0
円
で
す
。

（
前
年
度
1
万
６
５
９
0
円
）

　
保
険
料
に
は
前
納
に
よ
る
割
引

が
あ
り
ま
す
。

　
現
金
払
い
の
前
納
の
期
限
は
4

月
　
日
ま
で
で
す
。

30
▼
前
納
（
現
金
払
い
）
に
よ
る
割

引
額
　

▽
６
か
月
前
納
　
８
１
０
円
の
割

国
民
年
金
の
お
知
ら

国
民
年
金
の
お
知
ら
せせ

引
（
6
か
月
分
の
保
険
料
額
9

万
9
１
２
０
円
が
9
万
8
３
１

０
円
へ
）

▽
1
年
度
分
前
納
　
3
5
２
0
円

の
割
引
（
1
年
度
分
の
保
険
料

額
　
万
８
２
４
０
円
が
　
万
４

１９

１９

７
２
０
円
へ
）

※
現
金
で
納
付
す
る
場
合
の
割
引

額
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
過
去
2
年

間
ま
で
免
除
申
請
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
時
点
の
2
年
1
か
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が

で
き
ま
す
。

▼
注
意
事
項
　

▽
2
年
1
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が

遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年

金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

　
生
活
困
窮
者
が
抱
え
て
い
る
問

題
ま
た
は
将
来
の
不
安
に
つ
い
て
、

そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
働
い
て
い
な
い
子
ど
も
の
将
来

が
気
が
か
り
、
収
入
が
不
安
定
で

毎
日
が
心
配
な
ど
、
お
仕
事
に
関

す
る
こ
と
や
生
活
の
不
安
な
ど
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
電
話
で
の
相
談
　
緯
０
１
２
０

・
２
７
９
・
２
３
４

■
メ
ー
ル
で
の
相
談
　s

o
ra
s
a

p
o
@
c
m
tw
o
rk
.n
e
t

▼
相
談
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）
９
時
　
分
～
　
時

３０

１７

生
活
困
窮
者
自
立
相

生
活
困
窮
者
自
立
相
談談

　
チ
ェ
ア
ビ
ク
ス
は
、
座
っ
て
行

う
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
す
。
イ
ス
に

座
り
な
が
ら
行
う
の
で
、
体
力
に

自
信
が
な
い
方
に
も
オ
ス
ス
メ
で

す
。

▼
日
　
時
　
５
月
８
日
（
月
）、　２９

日
（
月
）、
6
月
５
日
（
月
）、　２１

日
（
水
）、
7
月
３
日
（
月
）、　２０

日
（
木
）、
8
月
７
日
（
月
）、　２８

日
（
月
）、
9
月
　
日
（
月
）、

１１

　
日
（
火
）、　
月
２
日
（
月
）、

２６

１０

　
日
（
木
）　
　
時
　
分
～
　

１９

１３

４５

１４

時
　
分
４５

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
参
加
料
　
無
料

▼
締
め
切
り
　
４
月
　
日
（
火
）

２５

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
介
護
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

３
２
１
３
）

チ
ェ
ア
ビ
ク
ス
教

チ
ェ
ア
ビ
ク
ス
教
室室

　
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
ま
た

は
廃
止
を
す
る
と
き
は
、
４
～
５

日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

無
届
け
の
場
合
は
、
引
き
続
き
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
で
転
居
し
た
場
合

は
、
旧
住
所
と
新
住
所
の
料
金
は

別
々
の
請
求
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知
広
域
水

道
企
業
団（
緯
５
３
・
３
８
３
１
）

水
道
の
開
始
・
中
止

水
道
の
開
始
・
中
止
はは

必
ず
届
け
出

　
　
　
　
必
ず
届
け
出
をを

■
自
転
車
の
盗
難
被
害
防
止

　
自
宅
や
駐
輪
場
、
わ
ず
か
な
時

間
の
駐
輪
で
も
油
断
せ
ず
に
ツ
ー

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

防
犯
登
録
も
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
３
２
・
０
１
１
０
）

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

赤
歌
警
察
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せせ
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
電
話
４
２
・
３
２
１
４
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
総
北
海

令和５年４月号

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
ふ
る
さ
と
納
税
　
　

▽
兵
庫
県
　
 大
  坂
 

お
お
 さ
か
　
 義
  治
 さ
ん
か

よ
し
 は
る

ら
　
　
　
　
現
金
３
万
７
千
円

▽
宮
城
県
　
 藤
  島
 

ふ
じ
 し
ま
　
 泰
  隆
 さ
ん
か

や
す
 た
か

ら
　
　
　
　
現
金
２
万
４
千
円

▽
札
幌
市
　
 柴
  田
 

し
ば
 た

　
 尚
 さ
ん
か
ら

ひ
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
現
金
１
万
円

▽
砂
川
市
　
 工
  藤
 

く
 ど
う
　
 光
  雄
 さ
ん

み
つ
 
お

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
　
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
は
、“
出

歩
く
の
が
 億
  劫
 に
な
っ
た
・
足
腰

お
っ
 く
う

が
弱
っ
た
・
む
せ
る
こ
と
が
多
い

・
み
ん
な
と
楽
し
く
交
流
し
た
い
”

そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
方
に

こ
そ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
教

室
で
す
。
運
動
な
ど
を
し
な
が
ら

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
全
期

間
参
加
で
き
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
教
室
で
は
、
運
動

指
導
士
・
理
学
療
法
士
・
歯
科
衛

生
士
・
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
・

保
健
師
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事

し
て
い
ま
す
。
随
時
ご
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

元
気
は
つ
ら
つ
教

元
気
は
つ
ら
つ
教
室室

　
市
民
と
協
働
で
つ
く
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
幅
広
い

年
齢
層
や
職
種
ま
た
は
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
気
軽

に
話
せ
る
場
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い

市
長
室
」
の
希
望
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
団
体
　
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
し
て
い
る
お
お
む
ね
５
名

以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

▼
申
込
方
法
　
開
催
申
込
書
に
よ

り
、
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
　
開
催
時
間
は
、
１
時

間
半
程
度
と
し
、
日
時
は
代
表

の
方
と
調
整
し
決
定
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
企
画
広
報
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２
・

3
2
1
4
）

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
充
実
し

た
広
報
紙
に
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

▼
会
議
日
程
　
年
２
回
程
度

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る

高
校
生
以
上
の
方
（
市
職
員
と

市
議
会
議
員
は
除
く
）

▼
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
　
広
報
紙
に

対
す
る
意
見
や
感
想
、
広
報
紙

で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
の
要
望
を
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
委
嘱
期
間
　
委
嘱
さ
れ
た
日
か

ら
令
和
６
年
３
月
　
日
ま
で

３１

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
企
画
広

報
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯

4
2
・
３
２
１
４
）

※
広
報
の
ほ
か
、
市
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
も
、
随
時
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
募

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集集

ふ
れ
あ
い
市
長

ふ
れ
あ
い
市
長
室室

希
望
団
体
募

希
望
団
体
募
集集

▼
対
　
象
　
市
内
に
居
住
す
る
お

お
む
ね
　
歳
以
上
の
方

６５

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
日
　
時
　
５
月
　
日
（
木
）
～

１１

令
和
６
年
３
月
７
日
（
木
）
の
間

の
　
回
　
　
時
　
分
～
　
時
　

３３

１３

４５

１４

４５

分
▼
定
　
員
　
　
人
前
後

４５

▼
内
　
容
　
転
ば
な
い
た
め
の
体

力
・
筋
力
づ
く
り
、
お
口
の
お

手
入
れ
方
法
や
口
体
操
、
食
生

活
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
水
）

１９

ま
で
に
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・
３
２

１
３
）
へ

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
、
く
わ

し
い
日
程
等
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

　
市
営
墓
地
に
あ
る
水
く
み
場
の

水
道
に
つ
い
て
は
、
４
月
下
旬
に

開
栓
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
墓
地
の
使
用
許
可
、
使

用
権
の
承
継
譲
渡
、
納
骨
、
改
葬
、

墓
碑
の
建
立
、
返
還
な
ど
市
営
墓

地
に
関
す
る
手
続
き
は
全
て
市
で

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
墓
地
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
墓
地
の
使
用
者
は
、
自
ら
管
理

す
る
敷
地
の
清
掃
と
草
刈
り
な

ど
を
行
い
、
他
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
墓
地
に
は
ご
み
箱
を
設
置
し
て

市
営
墓
地
に
関
す

市
営
墓
地
に
関
す
るる

手
続
き
は
市

 

手
続
き
は
市
へへ

い
ま
せ
ん
の
で
、
供
物
・
供
花
・

骨
箱
な
ど
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集集

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

繋
事
務
補
助
員

▼
募
集
人
数
　
１
人

▼
勤
務
内
容
　
道
の
駅
で
の
受
付

事
務
や
電
話
応
対
な
ど

▼
勤
務
時
間
　
８
時
　
分
～
　
時

３０

１７

▼
休
　
日
　
週
休
二
日
制
（
変

則
）

▼
報
酬
額
　
日
額
７
１
２
４
円

▼
採
用
予
定
日
　
５
月
１
日

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る

健
康
な
方
で
、
普
通
自
動
車
免

許
を
有
す
る
方

▼
締
め
切
り
　
４
月
　
日
（
金
）

１４

▼
提
出
書
類
　
歌
志
内
市
会
計
年

度
任
用
職
員
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ま
た
は
担
当
グ
ル
ー
プ
よ
り
受

領
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

写
真
を
貼
り
付
け
し
て
く
だ
さ

い
）

※
応
募
締
切
後
に
面
接
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
応
募
が
な
い
場

合
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ

と
振
興
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
３
２
１
５
）
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